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平
成
十
二
年
度
の
第
一
回
理
事
会
が
、
去
る
六
月
二
十
七
日
（
火
）
午
後
六
時

か
ら
秋
田
市
の
栄
太
楼
旅
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

会
に
は
約
八
十
名
の
理
事
が
出
席
し
、
会
務
報
告
、
決
算
報
告
、
事
業
案
、
予

算
案
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
了
承
し
た
。

恒
例
に
よ

り
、
丸
山
会

長
の
開
会
挨

拶
に
続
い
て

高
橋
校
長
が

学
校
を
代
表

し
て
挨
拶
に
立
ち
、
今
年
度
か
ら

一
学
年
が
九
学
級
に
な
っ
た
こ

と
、
八
十
五
％
の
生
徒
が
各
種
部

活
動
に
参
加
し
て
文
武
両
道
を
実

践
し
っ
つ
あ
る
こ
と
、
現
在
は
、

「
出
力
最
大
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
で
七
日
、
八
日

に
行
わ
れ
る
学
校
祭

の
準
備
の
真
っ
最
中

で
あ
る
こ
と
な
ど
報

告
し
た
。

次
い
で
、
丸
山
会

長
が
議
長
席
に
着
き
、

会
務
な
ら
び
に
事
業

報
告
、
常
置
委
員
会

報
告
が
行
わ
れ
た
が
、

各
委
員
会
か
ら
は
以

下
の
よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
。

〔
企
画
委
員
会
（
山
谷
委
員
長
）
〕

今
年
度
の
当
番
年
次
は
末
尾
の

数
字
が
9
と
0
の
学
年
で
あ
る
。

総
会
は
八
月
二
十
日
（
日
）
　
に

行
わ
れ
、
記
念
講
演
者
は
昭
和
棚

年
卒
の
橋
本
五
郎
氏
（
日
本
テ
レ

ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
）
で
あ
る
。

同
窓
会
だ
よ
り
の
協
賛
広
告
に

つ
い
て
は
例
年
通
り
実
施
し
た
い
。

〔
財
政
委
員
長
（
速
水
副
委
員
長
）
〕

会
費
収
入
が
三
百
七
十
万
円
余

り
増
収
に
な
っ
た
。
十
二
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
比
べ

て
若
干
余
裕
が
で
き
た
の
で
全
般

的
に
増
額
し
て
い
る
が
、
特
に
学

校
協
力
費
や
同
窓
会
基
金
の
積
み

立
て
を
増
額
し
た
。
ま
た
、
昨
年

度
無
報
酬
で
あ
っ
た
事
務
職
員
の

手
当
を
新
設
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
事
務
局

整
備
費
と
し
て
増
額
し
た
。

〔
広
報
委
員
会
（
藤
原
委
員
長
）
〕

「
同
窓
会
だ
よ
り
は
」
、
学
校

と
同
窓
生
、
同
窓
生
相
互
を
結
ぶ

杵
で
あ
る
。

従
来
と
同
様
、
七
月
は
八
頁
、

十
二
月
と
来
年
三
月
は
そ
れ
ぞ
れ

六
頁
で
「
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
。

七
月
二
十
一
日
付
け
で
第
六
十
二

号
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
今
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。

〔
名
簿
委
員
会
（
工
藤
委
員
長
）
〕

事
務
局
の
努
力
に
よ
り
、
名
簿
や

会
費
等
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い

て
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

十
二
年
度
の
名
簿
登
録
状
況
に

よ
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
入
力
氏

名
の
総
数
は
三
万
三
千
八
十
九
名
、

う
ち
物
故
者
は
五
千
八
百
八
十
七

名
で
、
現
在
の
会
員
数
は
二
万
七

千
二
百
二
名
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ

の
う
ち
六
千
九
百
五
十
三
名
は
残

念
な
が
ら
住
所
不
明
で
あ
る
。

報
告
の
後
、
議
事
に
入
り
、
斎

藤
事
務
局
長
が
、
ま
ず
平
成
十
一

年
収
支
決
算
（
一
般
会
計
・
基
金

会
計
・
名
簿
会
計
）
　
に
つ
い
て
提

案
、
原
案
通
り
了
承
さ
れ
た
。

聴
会
の
ご
案
内

平
成
1
2
年
度
の
総
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
万

障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
致

し
ま
す
。

日
　
　
時

場

　

所

記
念
講
演

懇
親
会※

平
成
1
2
年
8
月
2
0
日
（
日
）
午
後
2
時

ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

橋
　
本
　
五
　
郎
氏
（
昭
和
棚
年
卒
）

演
題
「
日
本
政
治
の
行
方
と
リ
ー
ダ
ー
の
あ
り
方
」

午
後
4
時
3
0
分
（
会
費
　
5
0
0
0
円
）

一
般
会
員
で
出
席
ご
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
も
同

窓

会

事

務

局

（
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に
ご
一
報
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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秋
高
生
と
し
て
過
し
た
三
年
間

は
、
今
年
還
暦
を
迎
え
る
私
の
こ

れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
、
自
分
が

女
性
で
あ
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
意

識
さ
せ
ら
れ
ず
に
過
ご
し
た
唯
一

の
時
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
多

分
秋
田
高
校
で
は
先
生
も
生
徒
も

リ
ベ
ラ
ル
な
人
々
が
多
く
、
学
校

全
校
に
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
満

ち
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ

う
な
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た

こ
と
を
、
今
改
め
て
誇
り
に
思
う
。

し
か
し
社
会
全
体
と
し
て
は
、

ま
だ
古
い
文
化
や
伝
統
の
網
目
に

し
っ
か
り
と
覆
わ
れ
て
い
る
部
分

が
あ
り
、
男
性
・
女
性
に
対
す
る

考
え
方
が
、
伝
統
的
に
良
し
、
と

さ
れ
る
方
に
傾
い
て
い
る
と
思

う
。
従
っ
て
女
性
が
自
分
ら
し
く

生
き
よ
う
と
す
れ
ば
、
人
々
が
伝

統
に
則
っ
て
許
容
す
る
、
行
動
や

思
考
の
絆
を
超
え
る
こ
と
に
な
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
場
合
、

様
々
な
形
で
周
囲
と
の
乳
轢
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
逆
に
、
多

く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
、
自
分

ら
し
い
生
き
方
を
犠
牲
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
女
性
の
人

生
は
こ
の
極
端
の
間
を
揺
れ
動
き

つ
つ
展
開
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と

に
就
く
女
性
が
多
く
な
り
、
社
会

的
に
も
男
性
と
同
等
に
活
躍
す
る

女
性
が
増
え
た
。
し
か
し
例
え
ば

家
庭
で
は
、
家
事
や
育
児
に
費
や

す
時
間
が
、
男
性
よ
り
も
女
性
の

方
が
は
る
か
に
多
い
、
と
い
う
調

査
の
結
果
が
あ
る
よ
う
に
、
働
く

と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
女
性

自
己
実
現
の
一
つ
と
な
り
う
る
こ

と
を
十
分
認
め
て
い
る
つ
も
り
で

あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
を
専
ら
女

性
が
や
る
も
の
と
す
る
考
え
を
当

然
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
る
と

す
れ
ば
、
「
男
女
共
生
」
の
理
想
か

ら
か
け
離
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と

い
う
点
を
強
調
し
た
い
の
で
あ
る
。
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に
な
ろ
う
。

近
年
「
男
女
共
生
」
と
い
う
表

現
が
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
生
物
学
的
に
疾
う
に
「
共
棲
」

し
て
い
る
こ
と
と
は
い
え
、
敢
え

て
「
共
生
」
と
い
う
表
現
が
用
い

れ
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
昨
今
は
仕
事

の
方
が
自
己
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て

い
る
現
状
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
「
共
生
」
の
「
生
」
の
中
に

は
、
女
性
が
人
間
と
し
て
男
性
と

同
等
に
生
き
る
と
い
う
、
建
前
と

し
て
は
当
然
の
こ
と
が
、
願
い
の

形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
私
自
身
は
、
育
児
も
家
事
も

先
に
挙
げ
た
「
自
己
実
現
」
と

い
う
言
葉
に
私
が
出
合
っ
た
の
は

マ
ズ
ロ
ウ
と
い
う
心
理
学
者
に
つ

い
て
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
の
中
で

の
こ
と
だ
っ
た
。
彼
は
幸
福
に
至

る
手
引
き
を
人
々
に
与
え
よ
う
と

し
て
、
幸
せ
に
満
ち
て
暮
ら
す
多

く
の
男
女
に
つ
い
て
詳
細
に
調
べ

た
。
彼
の
調
査
の
対
象
と
な
っ
た

男
女
は
、
ほ
と
ん
ど
の
点
で
普
通

の
人
々
と
同
じ
だ
っ
た
が
、
た
だ

一
つ
　
「
そ
う
な
れ
る
能
力
が
あ
る

も
の
す
べ
て
に
な
れ
る
能
力
を
有

す
る
」
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い

た
。
マ
ズ
ロ
ウ
は
そ
う
し
た
人
々

を
　
「
自
己
実
現
家
　
（
s
e
－
f
l

a
c
t
邑
i
z
e
r
s
）
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ

る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
人
々
に
見
ら

れ
る
顕
著
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て

「
仕
事
に
専
心
す
る
こ
と
」
を
挙

げ
て
い
る
。
こ
の
「
仕
事
」
と
は
、

必
ず
し
も
報
酬
を
得
る
た
め
の
仕

事
に
限
ら
な
い
。

女
性
が
自
己
実
施
の
た
め
に
懸

命
に
働
き
、
幸
福
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
覆
、
男
性
も

ま
た
そ
の
幸
福
に
与
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、

特
に
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
っ
て

い
く
若
い
同
窓
生
に
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
と
切
に
思
っ
て
い
る
。

次
に
事
務
局
長
は
、

創
立
百
三
十
周
年
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

平
成
十
二
年
度
の
事

業
計
画
な
ら
び
に
予

算
案
に
つ
い
て
提
案

し
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
了
承
さ
れ
た
。

な
お
、
閉
会
に
あ

た
っ
て
、
新
た
に
常

任
の
事
務
員
と
な
っ

た
渡
部
公
男
氏
（
昭

和
3
1
年
卒
）
　
が
紹
介

さ
れ
た
。

『肇
「12年度

会費納入のお願い
の同窓会費の納入につきまして、下

記のとおりお願い申し上げます。
1．年会費　2，000円

原則として単年度分
郵便振り込み

2．高校卒業後4年間は免除されます。
（平成9年度卒以降）
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』三二二』

窮
銃
掬
。
褒
章

榊
田
元
校
長
に
勲
四
等
瑞
宝
章

佐
渡
谷
元
P
T
A
会
長
に
は
藍
綬
褒
章

こ
の
春
の
叙
勲
で
、
母
校
の
元
校
長
榊
田
清
氏
が
教
育
功
労
で

勲
四
等
瑞
宝
、
三
浦
昭
一
氏
（
昭
和
加
年
5
卒
）
が
農
林
水
産
事

務
功
労
で
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
、
佐
々
木
清
一
氏
（
昭
和
9
年
卒
）

が
地
方
自
治
功
労
で
勲
四
等
瑞
宝
章
、
太
田
平
八
郎
氏
（
昭
和
2
3

年
卒
）
が
税
理
士
功
労
で
勲
五
等
瑞
宝
章
、
小
高
昭
二
氏
（
昭
和

2
0
年
5
卒
）
が
鉱
山
公
安
功
労
で
勲
五
等
瑞
宝
章
、
辻
圃
四
郎
氏

（
昭
和
2
年
卒
）
が
不
動
産
業
振
興
功
労
で
勲
五
等
瑞
宝
章
を
授
与

さ
れ
た
ほ
か
、
伊
藤
四
郎
氏
が
、
学
校
保
健
功
労
で
新
た
に
木
杯

一
組
合
付
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
叙
勲
と
は
別
に
、
母
校
の

元
P
T
A
会
長
で
あ
る
佐
渡
谷
栄
悦
氏
（
昭
和
乃
年
卒
）
が
藍
綬

褒
章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。

榊
田
元
校
長
は
、
昭
和
二
十
八

年
に
教
職
に
就
き
、
秋
田
北
高
な

ど
で
教
壇
に
立
っ
た
後
、
男
鹿
、

大
館
鳳
鳴
、
秋
田
の
各
高
校
長
を

歴
任
。
こ
の
間
、
県
高
校
長
会
長
、

県
高
体
連
会
長
な
ど
を
努
め
た
。

三
浦
昭
一
氏
は
、
昭
和
二
十
三

年
に
県
庁
入
り
し
た
後
、
四
十
二

年
に
農
林
省
入
省
。
官
房
参
事
官
、

畜
産
経
営
課
長
、
北
陸
農
政
局
次

長
等
を
歴
任
し
た
。

佐
々
木
清
一
氏
は
、
昭
和
二
十

六
年
に
県
庁
入
り
し
、
観
光
課
長
、

商
工
課
長
、
企
業
局
長
な
ど
を
経

て
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
協
和
町

長
を
連
続
四
期
、
十
六
年
間
務
め

た
。太

田
平
八
郎
氏
は
、
東
北
税
理

士
会
副
会
長
、
東
北
税
理
士
協
同

組
合
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在

は
、
東
北
税
理
士
会
秋
田
県
協
議

会
顧
問
な
ど
を
務
め
て
い
る
。

小
高
昭
二
氏
は
、
秋
田
大
学
鉱

山
学
部
（
現
資
源
工
学
部
）
を
卒

業
し
た
後
通
商
産
業
省
に
入
り
、

同
省
ひ
と
筋
で
、
鉱
山
関
係
を
中

心
に
大
き
な
業
績
を
挙
げ
た
。

辻
囲
四
郎
氏
は
、
県
住
宅
宅
地

協
会
理
事
長
、
全
国
住
宅
宅
地
協

会
連
合
会
理
事
、
全
国
不
動
産
信

用
保
証
協
会
取
締
役
な
ど
を
歴
任

し
た
。伊

藤
四
郎
氏
は
内
科
医
で
、
昭

口ま
つ校園

十
一
年
か
ら
大
曲
農
業
高

二
十
八
年
か
ら
大
曲
南
幼
稚

三
十
五
年
か
ら
は
大
曲
小
学

校
の
校
医
・
園
医
を
務
め
た
。
既

に
昭
和
二
十
年
に
勲
四
等
瑞
宝
章

を
受
章
し
て
い
る
。

佐
渡
谷
栄
悦
氏
は
、
ホ
テ
ル
大

和
の
代
表
取
締
役
を
務
め
る
か
た

ら
、
秋
田
県
観
光
協
会
の
会
長
な

ど
も
歴
任
し
た
。
ま
た
、
本
校
P

T
A
で
は
、
平
成
六
年
度
と
七
年

度
に
会
長
、
八
年
度
に
名
誉
会
長

を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
た
。

天

上

天

下

▼
新
し
い
世
紀
が
、
愛
に
溢
れ
た
、

輝
か
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
時
代

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
耳
の
聞
こ

え
な
い
妻
、
聞
こ
え
る
夫
と
娘
。

三
人
を
中
心
と
し
た
家
族
の
愛
の

物
語
、
岡
崎
由
紀
子
原
作
の
映
画

「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ユ
ー
」
で
日
本

で
初
め
て
ろ
う
者
の
主
演
女
優
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
忍
足
亜
希
子

（
お
し
だ
り
あ
き
こ
）
　
さ
ん
の
祈

り
だ
。
▼
手
記
「
女
優
志
願
母
と

娘
の
歩
い
た
道
」
で
は
、
D
 
P

R
O
の
会
（
ろ
う
者
＝
手
話
と
い

う
言
葉
と
ろ
う
文
化
を
共
有
す
る

人
々
）
　
の
理
念
「
日
本
手
話
は
、

世
界
中
の
全
て
の
言
葉
と
同
様
、

正
式
な
評
価
を
受
け
、
敬
意
を
払

わ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
日
本

手
話
の
話
し
手
で
あ
る
ろ
う
者

は
、
言
語
的
少
数
者
と
し
て
扱
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
」
を
紹
介
し
て

い
る
。
▼
高
齢
者
や
身
体
障
害
者

に
対
し
て
優
し
い
街
づ
く
り
を
進

め
る
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
十

一
月
頃
に
は
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
健
常
者
が
車
椅
子
を
体

験
す
る
な
ど
障
害
に
対
す
る
理
解

が
次
第
に
深
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
が
、
果
た

し
て
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
▼
障

害
者
に
対
す
る
欠
格
事
項
、
つ
ま

り
、
こ
う
い
う
障
害
が
あ
れ
ば
資

格
を
与
え
な
い
な
ど
、
あ
れ
も
だ

め
、
こ
れ
も
だ
め
と
定
め
て
あ
る

法
律
が
お
よ
そ
三
百
件
も
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
公
営
住
宅
の
入
居

に
関
す
る
物
も
あ
る
の
だ
。
厚
生

省
な
ど
で
見
直
す
動
き
が
あ
る
よ

う
だ
が
ま
だ
壁
は
厚
い
。
▼
障
害

者
に
対
し
て
健
常
者
の
理
解
が
深

ま
っ
て
き
て
い
る
と
は
言
う
が
、

目
の
不
自
由
な
人
に
交
差
点
で
手

助
け
す
る
に
し
て
も
ル
ー
ル
が
あ

る
こ
と
な
ど
、
ど
の
く
ら
い
の
人

が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
だ
ろ
う

か
。
▼
ど
こ
へ
行
っ
て
も
老
人
の

姿
が
多
い
高
齢
化
社
会
、
足
腰
の

お
ぼ
つ
か
な
い
人
、
耳
の
遠
く
な

っ
て
来
て
い
る
人
。
生
ま
れ
た
と

き
か
ら
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
だ

け
に
対
し
て
で
は
な
く
、
今
後
、

自
分
が
障
害
者
に
な
る
こ
と
も
考

え
て
、
同
情
か
ら
で
は
な
く
真
の

理
解
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
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常
置
委
員
会
異
動

▽
財
政
委
員
会

退
任
　
委
員
　
柴
田
　
義
弘
㈲

（
転
勤
の
た
め
）

委
員
　
松
渕
　
勇
㈲

（
転
勤
の
た
め
）

就
任
　
委
員
　
仙
波
　
昭
彦
㈲

委
員
　
遠
藤
　
茂
麿
㈱

▽
広
報
委
員
会

退
任
　
委
員
　
井
上
健
（
S
望

（
転
勤
の
た
め
）

退
任
　
委
員
　
安
藤
巳
智
子
㈱
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こ
の
四
月
か
ら
、
秋
田
高
校
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
、

色
々
な
形
で
、
ご
指
導
、
ご
協
力
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
学
校
づ
く
り
に
努
力
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

私
は
、
実
は
本
校
に
は
三
度
目

の
赴
任
で
あ
り
ま
す
。
最
初
の
勤

務
は
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
五
十

三
年
ま
で
の
十
二
年
間
で
あ
り
ま

し
た
。
剣
道
部
の
全
国
三
連
覇
、

ラ
グ
ビ
ー
部
の
活
躍
、
百
周
年
記

念
事
業
な
ど
の
記
憶
が
あ
り
ま
す

が
、
中
で
も
四
十
六
年
の
「
着
装

の
自
由
化
」
に
強
い
印
象
が
あ
り

ま
す
。
当
時
の
理
念
は
、
脈
々
と

引
き
継
が
れ
て
き
て
は
い
る
も
の

の
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
失
わ

れ
て
き
て
い
る
面
も
あ
る
よ
う
な

気
が
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
辺
の

点
検
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
当
時
激
論
を
闘
わ

し
た
生
徒
た
ち
は
皆
立
派
に
成
長

さ
れ
、
国
内
外
で
活
躍
し
て
お
り

ま
し
て
、
そ
の
頃
職
員
の
中
で
は

一
番
年
下
で
あ
っ
た
私
で
す
が
、

年
月
の
移
り
変
わ
り
の
早
さ
を
し

み
じ
み
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
赴
任
か
ら
三
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
秋
田
高

校
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
る
こ
と
を

平
成
1
1
年
度
校
内
人
事
異
動

（
退
職
・
転
出
）

退
　
職

校
長

数
学

国
語

英
語

家
庭

転
　
出

教
頭

数
学

数
学

池
田
　
好
道
校
長

田
口
　
伸
栄
教
諭

関
口
　
収
臨
時
講
師

宇
佐
美
聖
子
非
常
勤
講
師

泉
　
順
子
非
常
勤
講
師

（
転
出
先
）

碓
井
　
隆
教
頭

（
仁
賀
保
高
校
長
）

柴
田
　
義
弘
教
諭

（
御
所
野
学
院
高
校
長
）

三
浦
　
康
一
教
諭

（
秋
田
西
高
校
）

英
語
　
吉
原
　
慎
一
教
諭

（
高
校
教
育
課
）

国
語
　
石
塚
　
淳
子
教
諭

（
御
所
野
学
院
高
校
）

英
語
　
渡
辺
　
正
軌
教
諭

（
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
推
進
室
）

英
語
　
三
沢
　
雅
江
臨
時
講
師

（
秋
田
北
高
校
）

数
学
　
斎
藤
　
潤
子
臨
時
講
師

（
増
田
高
校
採
用
）

数
学
　
丹
　
哲
治
臨
時
講
師

（
小
坂
高
校
採
用
）

理
科
　
村
田
　
克
臨
時
実
習
助
手

（
大
曲
農
業
高
校
太
田
分
校
）

事
務
　
松
淵
　
勇
事
務
長
補
佐

（
県
教
育
庁
福
利
課
）

事
務
　
大
川
　
晃
主
事

（
能
代
工
業
高
校
）

（
転
入
（
前
任
校
）
）

校
長
　
高
橋
　
幸
臣
校
長

（
県
教
育
庁
教
育
次
長
）

教
頭
　
佐
藤
　
勇
一
教
頭

（
能
代
工
業
高
校
）

数
学
　
関
　
　
一
教
諭

（
秋
田
南
高
校
）

国
語
　
森
元
　
弘
毅
教
諭

（
能
代
高
校
）

数
学
　
竹
内
　
静
子
教
諭

（
角
館
高
校
）

英
語
　
加
藤
　
秀
樹
臨
時
講
師

（
秋
田
大
学
新
卒
）

英
語
　
嵯
峨
　
育
生
臨
時
講
師

（
弘
前
大
学
新
卒
）

家
庭
　
高
橋
千
矢
子
非
常
勤
講
師

（
大
曲
農
業
高
校
）

理
科
　
露
崎
由
美
子
臨
時
実
習
助
手

（
払
戸
中
学
校
）

事
務
　
遠
藤
　
茂
麿
事
務
長
補
佐

（
能
代
西
高
校
）

事
務
　
栗
谷
　
幸
晴
主
事

（
勝
平
養
護
学
校
）
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強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
「
文
武

両
道
」
「
質
実
剛
健
」
「
自
主
自
律
」

と
い
う
と
、
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ

う
な
校
是
で
あ
り
ま
す
が
、
掛
け

声
だ
け
で
は
な
く
て
、
文
字
ど
お

り
の
そ
れ
を
営
々
と
実
践
し
て
い

る
『
進
学
校
』
は
全
国
的
に
も
極

め
て
め
ず
ら
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
中
心
校
と
し
て
の

誇
り
と
責
任
の
内
実
は
、
そ
こ
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が

い
た
し
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

伝
統
と
校
風
を
、
し
っ
か
り
と
守

り
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
新
た
な

創
造
と
進
取
の
風
を
吹
き
込
み
、

さ
ら
に
新
し
い
伝
統
を
築
く
こ
と

が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
何
と
言
い
ま
し
て
も
、

本
校
に
寄
せ
る
生
徒
・
保
護
者
の

最
も
切
実
な
願
い
と
期
待
は
、
生

徒
一
人
一
人
の
進
路
志
望
の
達
成

で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
こ
と
は
、

本
校
に
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
責
任

で
も
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
日
常
の
授
業
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
生
徒
の
や
る
気
に
火

を
つ
け
る
よ
う
な
指
導
法
の
工
夫

改
善
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
、

プ
ロ
と
し
て
の
我
々
教
師
の
基
本

的
な
職
務
で
あ
る
と
認
識
し
、
進

学
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

手
形
中
台
の
校
庭
に
は
、
移
転

当
時
小
さ
か
っ
た
桜
や
つ
つ
じ
な

ど
が
見
事
に
成
長
し
、
季
節
を
彩

り
、
生
徒
た
ち
に
潤
い
と
安
ら
ぎ

を
与
え
て
お
り
ま
す
。
機
会
を
見

て
是
非
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、

母
校
や
後
輩
た
ち
の
様
子
を
ご
覧

下
さ
い
ま
し
て
、
励
ま
し
や
ご
指

導
を
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思

進
駐
軍
に
手
形
の
校
舎
を
追
わ

れ
、
歩
兵
第
十
七
連
隊
の
旧
校
舎

や
、
仮
の
姿
な
が
ら
新
築
さ
れ
た

校
舎
跡
の
秋
田
南
高
へ
と
転
々
し

た
戦
中
戦
後
を
「
疾
風
怒
涛
」
時

代
、
と
同
年
生
は
称
し
て
い
る
。

あ
る
日
の
昼
休
み
、
石
川
寛
司

君
（
旧
姓
湯
川
、
囲
碁
六
段
）
と
、

ノ
ー
ト
に
罫
線
を
ひ
い
て
、
白
黒

の
石
を
鉛
筆
で
書
い
て
対
戦
し

た
。
彼
が
六
十
歳
で
世
を
去
る
ま

で
の
四
十
五
年
間
の
交
友
の
始
ま

り
で
あ
る
。
石
川
君
の
六
郷
の
家

で
は
、
秋
田
の
有
名
な
プ
ロ
、

佐
々
木
孝
助
を
招
い
て
い
た
。
彼

も
本
格
派
の
姿
、
形
は
、
プ
ロ
の

も
の
だ
っ
た
。

私
は
プ
ロ
の
世
界
を
知
ら
な
か

っ
た
が
、
大
学
に
進
ん
で
か
ら
囲

碁
雑
誌
「
棋
苑
」
編
集
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
、
瀬
越
憲
作
、
岩
本

薫
と
い
っ
た
長
老
の
知
己
を
得
た
。

碁
界
で
メ
シ
を
食
う
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
瀬
越
先
生
の
勧
め
に

ょ
る
。
そ
の
後
、
日
本
棋
院
（
碁

の
総
本
山
）
　
で
雑
誌
、
単
行
本
の

編
集
に
携
わ
っ
た
。

秋
田
に
戻
っ
た
の
は
、
昭
和
四

十
二
年
。
石
川
君
の
世
話
で
大
館

の
明
間
ボ
ー
リ
ン
グ
に
勤
め
、
秋

田
魁
社
に
転
じ
た
。
秋
田
で
十
八

碁
に
傾
倒
し
た
の
は
プ
ロ
の
世

界
に
触
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
六
、

七
歳
で
覚
え
、
十
歳
ぐ
ら
い
で
プ

ロ
に
な
り
、
二
十
前
に
芸
を
身
に

つ
け
る
。
大
成
は
そ
の
後
の
修
業
。

苦
悩
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

一
流
と
い
わ
れ
る
囲
碁
の
プ
ロ
が

た
ど
っ
て
き
た
道
で
あ
る
。
一
流

十
九
ま
で
、
と
い
う
そ
の
時
期

は
、
お
よ
そ
一
人
の
人
間
を
作
る

一
番
大
事
な
時
期
の
よ
う
だ
。
そ

こ
で
一
生
の
方
向
を
決
め
て
し
ま

え
る
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
け
ど
、
芸
事
、
特
に
勝
負
を

争
う
碁
の
世
界
で
は
「
器
」
に
関

わ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
晩
学
で

年
、
東
京
で
十
八
年
、
三
十
六
歳

で
駆
け
出
し
の
新
聞
記
者
に
な
っ

た
の
だ
っ
た
。

以
来
十
二
年
。
秋
田
の
碁
界
の

世
話
を
し
て
い
る
う
ち
、
ま
た
ま

た
碁
の
仕
事
に
専
念
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
四
十
八
歳
か
ら
出
稼
ぎ

で
あ
る
。

で
な
い
下
手
も
、
下
手
な
り
に
苦

労
す
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
プ
ロ

の
姿
に
魅
せ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

九
十
歳
で
亡
く
な
る
少
し
前
、

柳
田
泰
雲
さ
ん
が
「
十
九
ま
で
の

修
業
だ
よ
、
あ
と
は
…
」
と
さ
さ

や
い
て
く
れ
た
。
碁
を
こ
よ
な
く

愛
し
て
い
た
書
の
老
大
家
で
あ
る
。

は
一
流
に
な
れ
な
い
。

碁
の
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
た
、

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か

し
、
プ
ロ
の
芸
を
身
に
つ
け
る
一

番
大
事
な
時
期
、
碁
か
ら
離
れ
て

い
た
人
間
は
プ
ロ
に
な
れ
る
ワ
ケ

が
な
い
。
子
供
の
と
き
に
一
生
を

決
め
て
、
少
し
お
お
げ
さ
だ
が
、

命
懸
け
で
プ
ロ
を
目
指
し
た
人
達

に
礼
を
失
す
る
こ
と
に
な
る
。

私
は
プ
ロ
で
は
な
い
。
プ
ロ
に

な
ろ
う
と
考
え
た
こ
と
も
な
い
。

た
だ
、
プ
ロ
の
考
え
を
代
弁
す
る

だ
け
で
あ
る
。
そ
ん
な
私
に
で
き

る
こ
と
は
、
子
供
達
に
碁
の
お
も

し
ろ
さ
を
教
え
る
こ
と
。

プ
ロ
に
な
れ
そ
う
な
子
供
な
ら

十
歳
前
に
私
の
手
か
ら
ハ
ミ
出
し

て
し
ま
う
か
ら
、
プ
ロ
へ
の
道
を

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な

才
能
の
あ
る
子
供
達
は
た
く
さ
ん

い
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん

ど
中
学
に
入
っ
て
か
ら
碁
を
離
れ

進
学
の
道
を
た
ど
る
。

私
が
そ
ん
な
立
場
だ
っ
た
ら
ど

う
す
る
だ
ろ
う
か
、
プ
ロ
か
、
高

校
、
大
学
か
…
ま
あ
、
今
の
こ
ど

も
た
ち
に
、
そ
の
よ
う
な
賛
沢
な

悩
み
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
、

と
い
う
こ
と
で
足
れ
り
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
の

創
立
百
三
十
周
年
を
控
え
て
、
そ

ろ
そ
ろ
準
備
に
着
手
し
な
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
、
同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
格
別
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
に
と
っ
て
、
母
校
は
心

の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
母
校
に
ふ
さ
わ
し
い
、
卒

業
生
が
い
つ
ま
で
も
限
り
な
い
愛

着
と
誇
り
を
抱
け
る
よ
う
な
学
校

を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。平

成
十
二

年
度
入
試
は
、

新
教
育
課
程

入
試
が
一
巡

し
、
大
き
な

変
更
も
な
く

落
ち
着
い
た

入
試
で
あ
っ

た
。全

国
的
に

は
、
国
公
立

大
学
志
向
が

昨
年
よ
り
さ

ら
に
高
ま
り
、

ま
た
系
統
別

で
み
る
と
、

「
就
職
難
時

代
」
「
高
齢
化

社
会
」
　
へ
の

対
応
と
し
て
、
医
療
・
看
護
や
社

会
福
祉
な
ど
の
資
格
取
得
・
実
学

大学合格者数一覧表（おもな大学）

組届篭竿針」賂「頂闇
北　海適　　7　　6　13　横浜国立　　6　　2　　旦

葦∃計二引畑甘＿＿二駐葦≒葦∃
山　　　形113　　5　　8　秋田県立　　　2　　0　　2

11教）　21　2　　23　東京都立　　4　　2　　5
（医）　　　7　　　4　　11国公立計　192　　60　　252
（百‾‾‾　　2　　0　　2　青山学院　　8　　5＿13圏

福　　　島　　　5　　0　　5　学　習　院　　　4　＿＿7　11
茨　　城i　　幻　　自　　31慶応義塾「　所　　有「’元1
筑　　　波　12　　2　14　し
宇　都　宮l　　幻　lll　　31中
埼　　　玉［　須［　両　　引東児
千　　　葉［　射　　411耳　目
東京外語「　月　　中［　＝法
東　　　京［　可　　両　　耳明
東京学芸I　　可　　叫「　対立

智千‾　5　　　2　　　7
央［1幻　1可　2占1

理科［1月　1射「1痴1
本［11「　封［1扁
政［　引　1＝「　‥吋
治［　針［1引　力1
教［　射　　お「‥甘

東京工業［　外　　項l　　3】早
お茶の水女子「　月　　山　1］立

橋　　4「‾‾‾1＿．＿＿．＿＿．5　私

稲　田［1引「‾1引　力1
命　館l l引　1月　　彿1
立　計［219119叫［40外

志
向
の
傾
向
が
目
立
っ
て
い
る
。

本
校
の
卒
業
生
は
4
1
5
名
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
4
年
制
大
学
の
合

格
者
数
は
、
国
公
立
大
1
9
2
名
、
私

㌍
緒
糧
露
報

あ
り
、
合
格
率
・
進
学
率
と
も
に

、
7
0
％
を
超
え
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
試
験
に
つ
い
て
み
る

と
、
国
公
立
大
志
向
の
高
ま
り
と
、

私
立
大
の
セ
ン
タ
ー
利
用
が
さ
ら

に
増
え
て
半
数
と
な
っ
た
た
め
、

出
願
数
が
増
加
し
た
。
平
均
点
は

2
年
連
続
で
下
降
し
て
い
た
が
、

今
年
は
約
加
点
（
5
教
科
6
科
目
）

の
上
昇
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
連

し
て
、
国
公
立
大
の
志
願
者
が
増

加
し
て
競
争
倍
率
が
ア
ッ
プ
し
、

厳
し
い
入
試
と
な
っ
た
。

本
校
生
の
お
も
な
国
公
立
大
合

格
者
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
海
道
大
7
（
昨
年
‖
）
、
東
北

大
2
4
　
（
翌
、
秋
田
大
3
0
　
（
3
1
）
、

筑
波
大
1
2
　
（
7
）
、
東
京
大
4

（
6
）
、
東
京
学
芸
大
4
　
（
2
）
、

東
京
工
業
大
3
　
（
1
）
、
一
橋
大

4
（
1
）
、
東
京
都
立
大
4
（
1
）
、

横
浜
国
立
大
6
　
（
4
）
、
新
潟
大

1
8
　
（
型
、
京
都
大
3
　
（
2
）
な

ど
で
あ
り
、
全
体
的
な
傾
向
と
し

て
は
、
首
都
圏
志
向
が
う
か
が
わ

れ
る
。私

立
大
学
の
合
格
者
数
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
慶
応

義
塾
大
1
0
　
（
昨
年
1
1
）
、
上
智
大

5
（
2
）
、
中
央
大
1
2
（
1
0
）
、
東

京
理
科
大
1
1
　
（
5
）
、
早
稲
田
大

1
7
　
（
曇
、
立
命
館
大
1
7
　
（
空

で
あ
り
、
上
位
校
と
そ
れ
以
外
の

2
極
分
化
が
一
層
進
む
な
か
で
、

上
位
難
関
大
に
関
し
て
は
、
や
は

り
厳
し
い
入
試
で
あ
っ
た
。
な
お
、

国
公
立
大
と
難
関
私
立
大
を
併
願

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
く
、

難
関
の
国
公
立
大
に
合
格
し
て
も

私
立
大
に
失
敗
す
る
ケ
ー
ス
が
い

く
つ
も
見
ら
れ
た
。

来
年
度
は
少
子
化
に
よ
る
大
学

受
験
者
数
の
減
少
が
続
く
も
の
と

み
ら
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
て
推
薦

入
試
枠
の
拡
大
や
A
O
入
試
の
導

入
を
は
じ
め
、
入
試
シ
ス
テ
ム
の

多
様
化
が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

本
校
生
に
と
っ
て
は
、
高
い
目

標
を
も
っ
て
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
限
り
な
く
努
力
を
す
る
姿
勢
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
現

状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
可
能
性

を
信
じ
て
、
来
年
度
の
入
試
に
た

ち
む
か
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
も
の
で
あ
る
。
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私
に
と
っ
て
、
秋
高
に
お
け
る

三
カ
年
は
、
私
の
最
高
の
思
い
出

に
満
ち
た
貴
重
な
三
年
間
で
あ
り

ま
し
た
。
母
校
の
発
展
を
願
う
同

窓
の
皆
様
の
ご
支
援
を
得
て
、
素

晴
ら
し
い
後
輩
た
ち
と
生
活
を
共

に
し
た
こ
と
は
誇
り
で
あ
り
、
こ

の
う
え
な
い
幸
せ
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
に
卒
業
し
て
か

ら
、
約
四
十
年
ぶ
り
に
母
校
に
勤

務
し
、
遠
い
昔
の
自
分
の
高
校
時

代
と
オ
ー
ノ
ー
ラ
ッ
プ
し
な
が
ら

ヾ

の
一
二
年
間
で
あ
り
ま
し
た

当
時
と
は
校
舎
、
所
在
地
、
服

装
、
生
徒
・
職
員
の
男
女
の
比
率

な
ど
が
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、

中
で
も
女
子
生
徒
の
増
加
と
活
動

的
な
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
の
全
校
生
徒
数

千
百
五
十
六
人
中
、
女
子
生
徒
が

四
百
六
十
二
人
（
四
〇
％
）
、
職

員
八
九
人
中
、
女
子
職
員
が
二
四

人
（
二
七
％
）
　
で
あ
り
ま
す
し
、

平
成
九
年
度
の
生
徒
会
役
員
に
は

創
立
以
来
初
の
女
子
の
会
長
が
誕

生
し
た
の
を
は
じ
め
、
三
役
全
て

を
女
子
で
占
め
る
な
ど
女
子
の
活

躍
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
と
は
言
い
ま
し
て
も
、

高
い
レ
ベ
ル
の
文
武
両
道
、
自
主

自
律
の
校
風
は
変
わ
る
こ
と
な

一
、
校
訓
の
制
定
に
つ
い
て

大
抵
の
学
校
に
は
校
訓
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
本
校
は
校

訓
を
定
め
て
い
な
い
数
少
な
い
学

校
の
一
つ
で
す
。

最
も
本
校
の
場
合
は
、
三
大
教

育
目
標
の
「
品
性
の
陶
冶
」
、
「
学

力
の
充
実
」
、
「
心
身
の
錬
磨
」
と

い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ

「
至
誠
力
行
」
、
秋
田
南
高
校
の

「
独
立
自
尊
」
、
本
荘
高
校
の
「
右

文
尚
武
、
質
実
剛
健
、
冷
瀧
同
気
」
、

つ

よ

く

た

だ

し

′

、

ゆ

た

か

に

大
曲
高
校
の
「
健
律
愛
」
、
横
手

高
校
の
「
清
く
、
明
る
く
、
美
し

く
、
ま
ご
こ
ろ
」
、
湯
沢
高
校
の

「
恩
に
生
き
、
勤
労
に
立
て
、
活

き
感
情
、
強
き
意
志
を
持
て
」
な

ど
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、

柏
蛸
瑛
餓
㌶
譜
盛
運
軍
環
詣
霊

○∠100△cc－△00nG

凝
謂

謂

琵

至・曇

叩
獣
鐸
減
叩
霊
叩
璃
叩
獣
叩
詔
叩
無
用
叩
増
刷
蛸
餓
叩
慧
叩
獣
鐸

0△00△○

に＿

振
榊
怒
糧
餌
榊
欝
m
恕
榊
怒
m
恕

鎮静※
：．、

置※措

置※喜
臣※※
．　　一　－

糧
鎧
鬱
蕪
転
配
恕
糧
鑓
箪
貴
炭
璽
炬
恋

し

で
※※

※
擬
最

賀
轟

く
、
伝
統
を
正
し
く
継
承
し
な
が

ら
学
習
、
部
活
動
、
生
徒
会
活
動

が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
次
の
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
在
任
中
に
行
う
べ
き
こ
と
と

思
い
な
が
ら
力
及
ば
ず
で
き
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後

の
学
校
経
営
や
同
窓
会
の
事
業
に

活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
光
甚
と

思
い
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

を
校
訓
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

日
常
の
戒
め
に
、
ま
た
生
活
す
る

上
で
の
心
の
拠
り
所
に
す
べ
き
こ

と
と
し
て
本
校
で
も
定
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

県
内
の
主
な
学
校
の
校
訓
は
、

大
館
風
鳴
高
校
の
「
至
誠
敬
慶
、

勤
勉
力
行
、
順
応
進
取
、
礼
譲
信

義
、
質
実
剛
健
」
、
能
代
高
校
の

ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
内
容
の
も
の

ば
か
り
で
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

二
、
女
子
生
徒
の
た
め
の
施
設
充

実
に
つ
い
て

本
校
は
旧
中
学
校
時
代
の
男
子

校
の
伝
統
と
校
風
に
基
づ
く
学
校

経
営
を
継
承
し
、
女
子
生
徒
が
四

〇
％
を
超
え
る
今
日
で
も
そ
の
意

識
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
運
動
部

活
動
に
お
い
て
は
女
子
専
用
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
の
施
設
は
全
く
な

く
、
女
子
の
参
加
で
き
る
部
活
動

は
男
女
で
共
有
で
き
る
施
設
で
行

う
少
数
の
個
人
競
技
に
限
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

女
子
に
人
気
が
あ
り
、
希
望
の

多
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

は
施
設
の
面
で
男
子
と
競
合
し
、

校
内
で
の
実
施
は
で
き
な
い
の
が

現
状
で
す
。
ま
た
、
女
子
生
徒
の

急
増
に
伴
い
部
屋
、
更
衣
室
、
ト

イ
レ
等
の
不
足
も
近
年
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
少
子
化
時
代
の
到
来

に
よ
り
、
本
校
も
昭
和
二
十
六
年

以
降
四
十
九
年
間
続
い
て
き
た
一

学
年
十
学
級
募
集
が
今
年
度
は
一

学
級
減
と
な
り
、
今
後
も
学
級
減

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
将
来
を

見
通
し
た
う
え
で
の
構
想
が
必
要

で
あ
り
ま
す
が
、
女
子
生
徒
の
増

加
に
伴
う
関
係
施
設
の
充
実
に
努

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

∩

一

〇

　

〇

〇

D

G

0

　

0

0

揖
撃
欒
照

揖
猿
擬

一∴－バー「．▼∵、．「．一柳．’⊥総理大臣に最苺迫かラた夫政治翠十
円O C仕事⊃〇円00　　　0円〇C汗γ〕〇円O C仕事⊃Onu O C）○㌣ハ○（⊃㌣γC（つHG O C CH′C O、C O「′てG Ol　00　′1c o c）0　700　Cト0　7G

△00△00△00△00△00△00△00nO

吉富恵恵藍羞竃震

町
田
忠
治

は
、
江
戸
時
代

も
末
の
文
久
三

年
（
一
八
六
三
）

三
月
三
十
日

に
、
秋
田
保
戸

野
八
丁
新
町
で

弧
々
の
声
を
上

げ
た
。
六
人
兄

弟
の
四
男
で
あ

る
。
明
治
維
新

ま
で
あ
と
五
年

と
い
う
時
期
で

あ
っ
た
。

町
田
が
、
秋

田
中
学
の
前
身

で
あ
る
秋
田
師

範
中
学
師
範
予

備
科
を
卒
業
し

た
の
は
明
治
十

三
年
だ
が
、
こ

れ
は
程
な
く
創

立
百
三
十
周
年

に
な
る
秋
田
高

校
の
記
念
す
べ

き
第
一
回
目
の

卒
業
生
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
卒
業
し
た

の
は
全
部
で
十
三
名
で
あ
っ
た
。

卒
業
後
、
町
田
は
東
京
大
学
の

前
身
で
あ
る
大
学
予
備
門
に
進

む
。
た
ま
た
ま
こ
の
年
か
ら
県
費

を
も
っ
て
中
央
の
官
立
学
校
へ
進

学
す
る
道
が
開
か
れ
、
成
績
優
秀

な
町
田
も
い
ち
早
く
そ
の
県
費
留

学
生
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

向
学
心
に
燃
え
、
法
律
と
経
済

を
中
心
に
す
え
て
勉
強
を
始
め
た

町
田
で
あ
っ
た
が
、
ひ
ど
い
脚
気

を
患
っ
て
一
時
学
業
を
中
断
、
郷

里
に
帰
っ
て
療
養
に
専
念
す
る
。

帰
省
中
の
町
田
は
、
「
秋
田
日

報
」
　
（
「
秋
田
魁
新
報
」
　
の
前
身
）

の
主
筆
と
し
て
論
陣
を
張
っ
て
い

た
犬
養
毅
に
大
い
に
共
鳴
し
、
犬

養
の
私
塾
の
手
伝
い
も
し
た
。
こ

れ
が
、
後
年
、
町
田
が
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
か
ら
政
界
へ
と
活
躍
の
場

を
広
げ
て
い
く
機
縁
に
な
る
。

明
治
二
十
年
に
東
京
帝
国
大
学

法
科
専
科
を
卒
業
し
た
町
田
は
、

恩
師
金
子
堅
太
郎
の
勧
誘
も
だ
L

が
い
た
い
も
の
が
あ
っ
て
、
一
年

間
だ
け
政
府
の
法
政
局
に
勤
務
す

る
が
、
翌
年
に
は
、
か
ね
て
の
人

生
設
計
に
し
た
が
っ
て
ま
ず
新
聞

界
に
身
を
投
ず
る
。

最
初
は
、
犬
養
毅
の
手
引
き
に

よ
る
「
朝
野
新
聞
」
で
あ
っ
た
。

同
紙
は
当
時
も
っ
と
も
自
由
主
義

的
な
新
聞
で
、
後
に
（
憲
政
の
神

様
）
と
言
わ
れ
た
尾
崎
等
堂
も
在

職
し
て
い
た
。

「
朝
野
新
聞
」
は
、
藩
閥
政
治

を
激
し
く
糾
弾
し
た
の
で
再
三
弾

圧
を
被
り
、
経
営
も
苦
し
く
な
っ

た
。
町
田
は
犬
養
、
尾
崎
ら
と
よ

も
に
同
社
を
去
り
、
二
十
四
年
十

一
月
に
は
、
大
熊
重
信
の
「
郵
便

報
知
」
に
移
っ
て
ふ
た
た
び
鋭
い

論
調
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。

「
郵
便
報
知
」
紙
は
、
他
社
に

さ
き
が
け
て
口
語
体
を
採
用
す
る

な
ど
新
聞
の
大
衆
化
を
め
ざ
し
て

い
た
新
聞
だ
が
、
町
田
は
次
第
に

編
集
上
の
実
権
者
と
し
て
活
躍
す

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
過
程
で
外

遊
の
望
み
も
抱
く
よ
う
に
な
る
。

そ
の
外
遊
が
実
現
し
た
の
が
二

十
六
年
で
あ
る
。
町
田
は
ま
ず
ア

メ
リ
カ
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
、

立
憲
政
治
の
先
進
国
で
あ
る
イ
ギ

リ
ス
に
ま
わ
っ
て
議
会
運
営
や
政

党
の
活
動
状
況
な
ど
を
詳
し
く
視

察
す
る
一
方
、
同
国
の
財
政
経
済

状
態
も
調
査
し
て
、
大
英
帝
国
の

富
強
の
よ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
を
学

び
翌
年
五
月
に
帰
国
し
た
。

町
田
が
結
婚
し
た
の
は
、
渡
英

の
四
年
前
に
な
る
明
治
二
十
二
年

で
、
相
手
は
秋
田
藩
の
儒
者
渡
部

広
成
の
娘
孝
子
で
、
同
嬢
と
は
大

儒
根
本
通
明
博
士
の
塾
で
知
り
合

っ
た
も
の
で
あ
る
。
孝
子
は
東
京

女
子
師
範
学
校
の
第
一
期
卒
業
生

と
い
う
才
媛
で
あ
っ
た
。

外
遊
中
、
町
田
は
そ
の
妻
と
娘

を
早
稲
田
の
大
隈
重
信
邸
に
預
け

て
い
る
。
明
治
十
五
年
に
東
京
専

門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）

を
創
立
し
た
大
隈
は
、
在
野
の
教

育
運
動
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

町
田
と
大
隈
の
因
縁
は
以
前
か

ら
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
が
、

町
田
が
外
遊
中
の
自
分
の
留
守
家

族
の
面
倒
を
み
て
も
ら
う
と
い
っ

た
こ
と
を
通
じ
て
そ
れ
は
い
っ
そ

う
親
密
度
を
増
し
、
両
家
の
交
際

は
終
生
変
わ
ら
な
い
も
の
と
な
っ

た
。さ

て
、
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
に
経

済
誌
「
ロ
ン
ド
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
」
が
英
国
経
済
界
に
大
き
な
影

響
力
を
も
っ
て
い
た
の
を
目
の
当

た
り
に
し
た
町
田
は
、
日
本
で
も

そ
う
し
た
雑
誌
の
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
し
て
、
帰
朝
後
早
速

そ
の
創
刊
に
取
り
組
み
、
明
治
二

十
八
年
十
一
月
に
「
東
洋
経
済
新

報
」
の
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
。
こ

の
あ
た
り
か
ら
、
町
田
の
経
済
界

で
の
活
躍
が
始
ま
る
こ
と
に
な

る
。

「
東
洋
経
済
新
報
」
を
軌
道
に

の
せ
た
町
田
は
、
経
営
の
一
切
を

後
継
者
に
譲
っ
て
、
自
分
自
身
は

日
本
銀
行
に
調
査
役
と
し
て
入
っ

た
。
三
十
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。

最
初
は
本
店
勤
務
で
あ
っ
た

が
、
翌
三
十
一
年
一
月
に
は
、
岩

崎
弥
之
助
総
裁
の
特
命
に
よ
っ
て

大
阪
支
店
の
調
査
役
に
転
じ
た
。

特
命
の
内
容
は
、
日
本
銀
行
の
官

僚
的
な
体
質
を
改
め
、
大
阪
の
経

羽城館企画展

七
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
羽
城
館
特
別
企

画
展
は
、
洋
画
家
と
し
て
活
躍
中
の
池
内
茂

吉
氏
（
昭
和
2
5
年
卒
）
　
に
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
。
ふ
る
っ
て
ご
参
観
下
さ
る
よ
う
ご
案
内

致
し
ま
す
。池

内
茂
吉
展

期日（
但
し
、

場
所

七
月
八
日
～
九
月
一
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

日
曜
祭
日
は
休
館
に
な
り
ま
す
）

羽
城

館

済
人
と
腰
を
低
く
し
て
接
す
る
よ

う
に
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ

た
。町

田
は
総
裁
の
意
を
体
し
て
仕

事
に
精
励
し
、
経
済
界
の
深
い
信

頼
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
三
十

二
年
三
月
に
大
阪
支
店
を
退
く

が
、
そ
の
と
き
、
山
口
吾
郎
兵
衛

家
が
経
営
し
て
い
た
山
口
銀
行
か

ら
、
是
非
と
も
総
理
事
に
就
任
し

て
ほ
し
い
と
の
強
い
要
請
を
受

け
、
引
き
続
き
大
阪
に
留
ま
る
。

山
口
銀
行
と
い
う
の
は
、
も
と

も
と
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

創
業
の
両
替
商
で
あ
る
。
町
田
に

声
が
か
か
っ
た
当
時
も
ま
だ
両
替

商
に
毛
の
生
え
た
程
度
の
規
模
で

あ
っ
た
。

当
主
が
ま
だ
若
年
の
う
え
虚
弱

体
質
で
あ
っ
た
の
で
経
営
内
容
も

到
っ
て
貧
弱
で
あ
っ
た
。
町
田
は
、

そ
の
銀
行
の
体
質
改
善
、
経
営
刷

新
を
懇
願
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

町
田
は
、
秋
田
中
学
の
後
輩
で

あ
る
佐
々
木
駒
之
助
な
ど
優
秀
な

人
材
の
確
保
を
足
掛
か
り
に
し
て

山
口
銀
行
の
再
建
に
乗
り
出
し
、

努
力
と
才
覚
で
次
々
に
独
創
的
な

試
み
を
成
功
さ
せ
て
、
十
年
後
に

は
、
業
界
関
係
者
の
誰
も
が
驚
き

の
目
を
見
張
る
ほ
ど
に
山
口
銀
行

を
拡
大
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
山

口
銀
行
に
入
っ
て
十
年
、
町
田
は

若
き
当
主
を
伴
っ
て
欧
米
の
地
に

遊
び
、
半
年
後
に
帰
国
す
る
と
、

山
口
家
を
退
い
て
か
ね
て
念
願
の

政
界
進
出
の
準
備
を
具
体
的
に
進

め
た
。明

治
十
五
年
五
月
十
五
日
、
第

十
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
秋

田
県
か
ら
立
候
補
し
た
町
田
は
三

五
六
五
票
を
獲
得
、
県
下
最
高
点

で
当
選
し
て
、
政
治
家
と
し
て
輝

か
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

以
後
、
十
回
当
選
す
る
が
、
最

初
の
当
選
か
ら
ま
だ
三
年
に
過
ぎ

な
い
時
点
で
大
隈
重
信
内
閣
の
農

商
務
省
参
政
官
に
抜
擢
さ
れ
る
な

ど
、
政
治
手
腕
も
早
く
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
た
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
、

町
田
は
若
槻
礼
次
郎
内
閣
の
農
林

大
臣
と
し
て
初
の
入
閣
を
果
た
す

が
、
以
後
も
、
浜
口
雄
幸
内
閣
農

林
大
臣
、
第
二
次
若
槻
礼
次
郎
内

閣
農
林
大
臣
、
岡
田
啓
介
内
閣
商

工
大
臣
、
小
磯
国
昭
内
閣
国
務
大

臣
を
歴
任
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

岡
田
内
閣
商
工
相
の
時
は
、
二
・

二
六
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た
高
橋
是

清
大
蔵
大
臣
の
後
を
受
け
て
蔵
相

も
兼
務
し
て
い
る
。

当
初
は
無
所
属
で
の
当
選
だ
っ

た
が
、
大
正
に
入
っ
て
か
ら
は
憲

政
会
に
所
属
し
、
憲
政
会
が
民
政

党
と
改
称
さ
れ
た
後
も
同
党
の
指

導
者
の
一
人
と
し
て
活
躍
、
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
一
に
は
つ
い
に

そ
の
民
政
党
の
総
裁
に
推
さ
れ

る
。
こ
の
総
裁
受
諾
に
至
る
ま
で

の
町
田
の
謙
虚
で
真
撃
な
態
度
と

識
見
は
、
広
く
政
界
全
体
の
称
賛

を
呼
び
起
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
前
に
も
町
田
は
し
ば
し

ば
政
府
か
ら
叙
爵
や
栄
位
の
招
き

を
受
け
て
い
た
が
、
終
始
一
貫
、

一
衆
議
院
議
員
と
し
て
と
ど
ま

り
、
憲
政
の
正
道
を
歩
も
う
と
す

る
精
神
き
わ
め
て
強
固
な
も
の
が

あ
っ
た
。

町
田
が
総
裁
に
就
任
し
た
翌
年

の
選
挙
で
民
政
党
は
大
勝
利
を
お

さ
め
、
第
一
党
と
な
っ
た
。
本
来

な
ら
第
一
党
の
党
首
が
そ
の
ま
ま

総
理
大
臣
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
だ

が
、
す
で
に
軍
国
主
義
、
軍
閥
政

治
が
広
が
り
始
め
て
い
て
、
町
田

の
首
相
へ
の
道
は
つ
い
に
開
か
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
長

か
っ
た
戦
争
の
時
代
が
終
わ
っ

た
。
十
一
月
に
は
政
党
も
よ
み
が

え
り
、
町
田
は
日
本
進
歩
党
の
総

裁
に
推
挙
さ
れ
た
。
彼
は
八
十
三

歳
の
高
齢
に
な
っ
て
い
た
が
、
戦

火
に
荒
れ
た
国
土
と
虚
脱
状
態
に

陥
っ
て
い
た
国
民
を
座
視
す
る
に

忍
び
ず
、
政
権
の
担
当
を
決
意
し

て
翌
春
に
予
定
さ
れ
て
い
た
選
挙

の
た
め
の
準
備
を
始
め
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
十
一
年
二
月
に

出
さ
れ
た
連
合
軍
垂
日
岡
司
令
部
の

公
職
追
放
令
に
よ
っ
て
総
裁
の
地

位
を
追
わ
れ
、
政
界
を
去
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

気
持
ち
の
張
り
を
失
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
同
年
の
夏
頃
か
ら
急

速
に
老
衰
が
目
立
ち
始
め
、
十
月

末
に
牛
込
の
第
一
国
立
病
院
に
入

院
す
る
が
、
わ
ず
か
二
週
間
後
の

十
一
月
十
二
日
、
八
十
三
歳
を
一

期
と
し
て
彼
岸
に
旅
立
っ
た
。
葬

儀
に
は
、
天
皇
か
ら
侍
従
が
差
遣

さ
れ
る
な
ど
盛
大
で
あ
っ
た
。
墓

地
は
大
隈
重
信
の
眠
る
す
ぐ
そ
ば

に
定
め
ら
れ
た
が
、
翌
二
十
二
年

七
月
に
は
秋
田
市
の
誓
願
寺
に
も

分
骨
さ
れ
、
墓
硬
が
建
立
さ
れ
た
。

最
終
の
位
階
勲
等
は
、
正
三
位

勲
一
等
で
あ
る
。
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払
訝
払
診
払
診
左

昭
和
三
十
六
年

に
全
県
総
体
の
テ

ニ
ス
競
技
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
今
年
で
ち
ょ

う
ど
四
十
年
に
な

る
。
本
校
男
子
テ

ニ
ス
部
は
、
第
一

回
大
会
で
あ
る
昭

和
三
十
六
年
に
団

体
優
勝
を
飾
り
、

二
年
後
正
式
に
部

に
昇
格
し
て
以
来
、

現
在
ま
で
に
仝
県

大
会
に
お
い
て
八

回
の
団
体
優
勝
を

クイ／

…‥一小竹、…〃、

三七

蔀
多額・脅瑠
〃猪な．カ　　　ノ勇頴九．4

誇
る
だ
け
で
な
く
、
左
に
あ
げ
た

戦
績
が
示
す
よ
う
に
個
人
戦
に
お

い
て
も
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し

て
い
る
。
圧
巻
な
の
は
、
創
部
当

時
の
勢
い
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い

だ
昭
和
三
十
九
年
の
団
体
・
単
・

複
の
完
全
制
覇
と
、
平
成
二
年
に

は
団
体
優
勝
に
加
え
、
個
人
戦
単
・

複
と
も
三
位
ま
で
独
占
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

団
体
戦
に
お
け
る
準
優
勝
も
過

去
に
十
数
回
あ
り
、
個
人
戦
に
至

っ
て
は
そ
れ
を
上
回
る
め
ざ
ま
し

い
活
躍
の
実
績
を
残
し
て
い
る
。

平
成
四
年
以
来
優
勝
か
ら
は
遠
ざ

か
っ
て
い
る
も
の
の
、
平
成
九
年

か
ら
は
全
県
新
人
戦
も
含
め
て
連

続
三
回
準
優
勝
と
い
う
結
果
で
あ

った。ま
た
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
本

校
女
子
運
動
部
で
唯
一
団
体
戦
に

参
加
し
て
い
た
と
い
う
歴
史
を
も

つ
女
子
テ
ニ
ス
部
は
、
上
位
進
出

の
壁
が
厚
く
長
い
間
良
い
結
果
を

残
せ
な
か
っ
た
が
、
平
成
十
年
の

全
県
新
人
戦
で
創
部
以
来
初
の
団

体
戦
準
優
勝
を
飾
り
、
男
子
と
と

も
に
ア
ベ
ッ
ク
で
東
北
大
会
出
場

を
果
た
し
た
。

本
校
テ
ニ
ス
部
O
B
は
現
在
も

後
進
の
指
導
に
あ
た
る
者
も
多

く
、
県
内
の
テ
ニ
ス
界
へ
の
貢
献

も
大
き
い
。
活
躍
さ
れ
た
諸
先
輩

を
こ
え
る
べ
く
、
男
子
十
八
名
、

女
子
十
名
の
現
部
員
も
練
習
に
励

む
毎
日
で
あ
る
。

【S36年より全県総体でテニス競技が開始される】
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く男子〉
S36　全県総体　　　　団　　体
S37　全県総体　　　　団　　体

シンクりレス　竹下

ダブルス　高井
シンのレス　　高井
ダブルス　高井

東北選手権

【S38年度より硬式テニス部に昇格】
シンクりレス　高井　宏司
団　　体
シンクりレス　高井　宏司
ダブルス　　高井・三浦組
団　　体
シンクりレス　船木　　寛
団　　体
ダブルス　鈴木・4、野・組
ダブルス　佐藤・喜藤組
シンクりレス　4、熊　裕幸
ダブルス　4、熊・大野組
シンクりレス　小熊　裕幸
団　　体
団　　体
シンのレス　佐藤　　慶
団　　体
シンクりレス　秋本雄一郎
ダブルス　佐藤・那波組
団　　体

S38　全県総体
S39　全県総体

S45　全県総体

全県総体

全県総体
全県総体

東北選手権
全県総体
全県新人戦一

全県総体
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H4　全県総体

薔
印
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

園
図
回
載
橋
野
漸
大
会
で
の
箪

秋高硬式テニス部創部の頃
高　井　善　意（S38年卒）合

秋
高
硬
式
テ
ニ

ス
部
は
、
私
の
卒

業
年
時
、
つ
ま
り

昭
和
三
十
八
年
の

生
徒
会
総
会
で
、

創
部
を
認
め
ら
れ

た
。
当
然
私
は
三

月
で
卒
業
し
た
の

で
、
そ
の
後
の
詳

し
い
こ
と
は
後
輩

た
ち
に
聞
か
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な

い
。
そ
れ
で
私
の

話
は
そ
れ
以
前
、

同
好
会
時
代
の
こ

と
に
な
る
。
入
学

し
た
そ
の
年
の

春
、
一
年
先
輩
の

渡
辺
善
ス
ケ
さ
ん

か
ら
、
私
が
中
学
時
代
軟
式
庭
球

を
や
っ
て
い
た
関
係
だ
と
思
う

が
、
硬
式
テ
ニ
ス
を
公
民
館
コ
ー

ト
（
現
在
知
事
公
舎
）
　
で
練
習
し

て
い
る
が
、
こ
な
い
か
と
誘
わ
れ

た
。
行
っ
て
み
る
と
成
年
男
女
が

練
習
し
て
い
た
。
そ
れ
が
そ
の
当

時
唯
一
の
硬
式
テ
ニ
ス
の
団
体
、

秋
田
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
あ

っ
た
。
結
局
そ
こ
に
、
渡
辺
、
竹

下
、
大
塚
、
佐
藤
君
な
ど
と
高
校

三
年
間
通
っ
た
。
三
面
の
コ
ー
ト

が
あ
っ
た
が
私
が
通
い
始
め
た
頃

と
同
じ
く
し
て
、
秋
工
の
連
中
が

乗
だ
し
て
、
や
が
て
そ
の
内
の
二

面
を
占
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
頃
、
県
内
の
高
校
で
硬
式
テ

ニ
ス
を
や
っ
て
い
た
の
は
、
秋
田

商
（
部
）
、
秋
田
工
　
（
同
好
会
）
、

秋
高
　
（
同
好
会
）
、
敬
愛
学
園

（
部
）
、
聖
霊
高
校
（
部
）
ぐ
ら
い

で
あ
っ
た
。

秋
田
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

は
、
以
前
市
内
大
堰
端
の
湊
家
屋

敷
内
の
通
称
湊
コ
ー
ト
に
居
を
構

え
て
い
た
が
都
合
に
よ
り
閉
鎖
さ

れ
た
た
め
公
民
館
コ
ー
ト
に
移
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
高
体
連
、
県
内

の
男
子
は
い
つ
も
三
校
で
試
合
を

し
て
い
た
。
二
年
の
夏
、
仙
台
で

開
催
さ
れ
た
東
北
高
校
選
手
権

（
個
人
）
　
に
出
場
。
単
複
優
勝
で

き
た
。
結
果
的
に
大
人
と
い
つ
も

練
習
し
て
き
た
の
が
良
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
八
月
上
旬
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
は
大
阪
の
中
モ
ズ
コ
ー

ト
（
当
時
百
両
あ
っ
た
）
　
で
一
回

戦
東
海
高
校
と
対
戦
、
惨
敗
、
あ

ま
り
の
格
差
に
惜
然
と
す
る
。
そ

の
時
対
戦
し
た
里
転
秀
三
郎
（
後

の
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日
本
代

表
）
、
春
名
両
君
と
は
大
学
テ
ニ

ス
部
で
一
緒
に
な
る
と
は
。
帰
り

が
お
盆
と
ぶ
つ
か
り
、
大
阪
よ
り

「
日
本
海
」
で
十
八
時
間
デ
ッ
キ

に
立
ち
続
け
て
き
た
こ
と
が
今
で

も
記
憶
に
残
る
。

三
年
の
と
き
校
舎
が
山
の
上
に

移
っ
た
が
、
練
習
は
相
変
わ
ら
ず

公
民
館
コ
ー
ト
で
。
夏
、
合
宿
中

の
秋
大
テ
ニ
ス
部
と
対
戦
、
秋
高

が
楽
勝
、
大
学
生
側
は
あ
ま
り
の

こ
と
に
意
気
消
沈
。
そ
の
年
の
国

体
一
回
戦
福
井
県
と
対
戦
。
マ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
を
三
本
に
ぎ
り
な
が

ら
逆
転
さ
れ
る
。
運
の
悪
い
こ
と

に
、
剣
道
の
岩
谷
先
生
が
視
察
に

来
て
い
て
、
後
々
ま
で
そ
の
時
の

ふ
が
い
な
さ
を
話
の
タ
ネ
に
さ
れ

た
。三

年
の
秋
、
新
校
舎
に
二
面
の

コ
ー
ト
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
さ
っ
そ
く
一
面
を
硬
式
テ

ニ
ス
部
に
と
要
請
に
行
っ
た
が
、

軟
式
庭
球
部
側
か
ら
過
二
回
く
ら

い
一
面
を
ゆ
ず
っ
て
も
よ
い
と
い

う
返
事
。
こ
れ
は
大
変
と
担
任
の

大
庭
先
生
（
慶
応
出
身
だ
っ
た
の

で
硬
式
テ
ニ
ス
の
こ
と
を
良
く
わ

か
っ
て
い
た
）
に
お
願
い
し
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
硬
式
テ
ニ
ス
の
時

代
だ
と
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
も

ら
っ
た
。
同
好
会
で
は
、
ど
う
し

て
も
立
場
が
弱
い
と
い
う
の
で
、

硬
式
テ
ニ
ス
部
の
創
部
を
図
ろ
う

と
、
三
年
冬
の
生
徒
会
総
会
で
、

私
が
提
案
し
、
全
会
一
致
で
承
認

を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
、
同
期

の
赤
坂
京
子
さ
ん
の
紅
い
声
援
も

効
果
絶
大
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
こ

ま
で
で
卒
業
し
て
し
ま
っ
た
の
で

新
設
の
コ
ー
ト
で
は
練
習
し
た
こ

と
は
な
い
。

そ
の
後
、
大
学
、
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
も
テ
ニ
ス
を
続
け
、
い

き
つ
く
と
こ
ろ
自
分
で
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
と
は
、

テ
ニ
ス
と
は
奇
縁
で
あ
る
。

秋高テニス部の想い出
J

小　熊　裕　幸（S54年率）
魂
鴫

始
め
に
、
私
が

硬
式
テ
ニ
ス
部
に

入
っ
た
き
っ
か
け

は
、
中
学
時
代
の

先
輩
が
在
部
し
て

お
り
し
か
も
そ
の

先
輩
か
ら
は
県
内

で
も
一
、
二
を
争

う
チ
ー
ム
で
あ
る

と
聞
い
て
い
た
た

め
に
テ
ニ
ス
の
上

達
が
確
実
に
で
き

る
と
判
断
し
た
か

ら
で
す
。
と
こ
ろ

が
入
っ
て
驚
い
た

の
は
練
習
コ
ー
ト

の
少
な
い
こ
と
で

し
た
。
テ
ニ
ス
部

に
割
り
当
て
ら
れ

た
コ
ー
ト
は
一
面
、
し
か
も
少
数

な
が
ら
も
女
子
部
員
も
お
り
実
質

的
に
は
3
／
4
面
程
度
に
な
っ
て

お
り
コ
ー
ト
内
で
練
習
で
き
る
時

間
は
多
く
見
積
も
っ
て
一
日
に
一

時
間
程
度
で
し
た
。
こ
の
時
は
正

直
言
っ
て
落
胆
し
た
こ
と
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
コ

ー
ト
環
境
的
に
は
恵
ま
れ
な
い
中

で
も
私
が
一
年
の
と
き
三
年
生
は

頑
張
っ
て
お
り
県
総
体
で
ダ
ブ
ル

ス
優
勝
、
東
北
大
会
で
シ
ン
グ
ル

ス
三
位
と
好
成
績
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。ま

た
こ
の
頃
は
秋
田
県
内
で
硬

式
テ
ニ
ス
部
が
あ
る
高
校
は
七
校

と
わ
ず
か
し
か
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
秋
田
県
の
レ
ベ
ル
は
東
北
大

会
団
体
一
、
二
位
、
シ
ン
グ
ル
ス

一
、
三
位
に
な
る
な
ど
実
力
は
東

北
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
絶
頂

期
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
の
部
活
動
で
印

象
が
多
く
残
っ
て
い
る
の
は
、
コ

ー
ト
内
よ
り
も
コ
ー
ト
外
で
の
練

習
に
つ
い
て
で
す
。
ま
ず
一
つ
目

は
コ
ー
ト
内
で
の
練
習
空
き
時
間

を
利
用
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。

当
時
コ
ー
ト
の
あ
っ
た
学
校
裏
口

側
か
ら
校
舎
背
後
に
あ
っ
た
水
道

山
と
呼
ん
で
い
た
水
の
字
が
頂
上

に
表
示
さ
れ
て
い
た
山
へ
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
で
頂
上
以
前
に
あ
る
石
碑

か
ら
戻
る
コ
ー
ス
と
水
文
字
の
あ

る
頂
上
を
通
過
し
野
球
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
ま
わ
る
通
称
二
k
m
の
コ
ー
ス

が
あ
っ
た
。
但
し
ラ
ン
ニ
ン
グ
と

い
っ
て
も
時
間
等
の
制
約
が
あ
ま

り
な
か
っ
た
の
で
途
中
で
休
憩
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
個
人
の
目

標
に
合
わ
せ
て
気
楽
に
走
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

次
は
壁
打
ち
に
つ
い
て
で
す
。

私
個
人
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
壁

打
ち
を
非
常
に
有
効
に
利
用
し
た

も
の
で
し
た
。
八
郎
潟
か
ら
列
車

通
学
を
し
て
い
た
私
は
一
本
早
い

列
車
で
登
校
し
誰
も
い
な
い
体
育

館
に
て
壁
打
ち
に
励
ん
で
い
ま
し

た
。
当
時
の
体
育
館
は
壁
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
た
め
壁
打
ち
場
所
の

宝
庫
で
あ
り
そ
の
日
の
気
分
で
い

ろ
ん
な
場
所
で
好
き
な
だ
け
打
ち

込
ん
だ
も
の
で
す
。

さ
て
、
コ
ー
ト
内
練
習
の
中
心

に
な
る
肝
心
な
テ
ニ
ス
技
術
の
指

導
に
つ
い
て
で
す
が
ラ
ケ
ッ
ト
の

握
り
、
ス
イ
ン
グ
の
基
本
に
つ
い

て
素
振
り
を
通
し
て
先
輩
が
教
え

る
だ
け
で
あ
り
先
生
、
コ
ー
チ
等

の
指
導
は
皆
無
で
し
た
。
そ
の
た

め
各
々
独
自
の
ス
イ
ン
グ
に
な
り

他
校
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

さ
て
成
績
で
す
が
、
早
朝
の
壁

打
ち
練
習
や
O
B
が
い
る
秋
田
大

学
と
合
同
練
習
、
O
B
の
好
意
に

ょ
り
山
王
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
て
練

習
を
さ
せ
て
頂
く
な
ど
多
く
の
O

B
の
支
援
を
交
え
て
鍛
え
た
甲
斐

も
あ
っ
て
団
体
戦
は
勝
て
な
か
っ

た
も
の
の
私
個
人
は
シ
ン
グ
ル
・

ダ
ブ
ル
ス
と
も
県
総
体
で
優
勝
、

東
北
大
会
シ
ン
グ
ル
一
位
、
ダ
ブ

ル
ス
三
位
と
好
成
績
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
の
成

績
か
ら
自
信
を
得
て
そ
の
後
も
テ
ニ

ス
競
技
を
続
け
大
学
で
は
団
体
で
大

学
日
本
一
に
な
り
国
体
へ
数
回
出
場

す
る
な
ど
テ
ニ
ス
を
継
続
し
て
楽
し

み
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
に
と
っ
て
秋
高
テ

ニ
ス
部
で
得
た
も
の
は
生
涯
つ
き

合
え
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
テ
ニ
ス

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
く
わ
え
て
努
力
・
工
夫
を
す
れ

ば
悪
環
境
で
も
強
く
な
れ
る
こ
と

を
先
輩
か
ら
学
び
実
践
し
た
自
信

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

いつもとチョットちがう
自分を見つけよう！！
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近
年
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は

も
の
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
で
普
及

し
っ
つ
あ
り
、

母
校
で
も
す
で

に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
て

い
る
。母

校
と
は
ま

た
別
に
、
同
窓

会
と
し
て
も
新

た
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
す

べ
き
だ
と
の
意

見
や
要
望
が
以

前
か
ら
あ
り
、

東
京
支
部
な

ど
、
一
部
で
は

支
部
単
位
で
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
秋

高
同
窓
会
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
く
こ
と
が
事
務
局
や
広
報
委

員
会
な
ど
関
係
者
の
間
で
検
討
さ

れ
て
き
た
が
、
先
頃
、
理
事
会
等

の
決
定
を
受
け
て
、
秋
高
同
窓
会

◆
　
且
普
　
◆
　
車
　
◆
　
単
　
◆
　
帝
　
◆
　
藤
や

畏
友
（
旧
制
中
学
、
S
1
2
同
期
）
、

生
雲
・
藤
崎
吉
次
が
、
先
頭
（
平

成
十
一
年
九
月
）
自
詠
の
漠
詩
集

を
『
清
忙
録
』
と
題
し
て
上
梓
し

た
。
彼
が
数
十
年
来
、
一
日
一
吟

を
心
掛
け
て
万
首
に
も
及
ぶ
自
作

詩
の
内
、
手
許
に
残
る
三
千
数
百

首
よ
り
抜
草
の
一
千
六
十
三
首
の

集
大
成
で
あ
る
。
自
ら
の
雅
趣
に

よ
る
発
念
な
が
ら
、
生
涯
に
亘
る

日
常
起
居
に
孜
孜
と
思
索
し
続
け

た
点
描
を
漢
詩
に
托
し
た
沈
思
黙

考
の
自
分
史
で
も
あ
る
。

そ
の
内
容
は
全
詩
篇
を
年
代
順

に
し
て
、
絶
句
（
五
言
・
百
二
十

四
首
、
七
言
・
六
百
五
十
二

首
）
・
律
詩
（
五
言
・
六
十
四
首
、

七
言
・
二
百
二
十
二
首
）
・
歌
吟

（
一
篇
）
を
、
活
字
版
と
は
せ
ず

に
自
筆
書
き
を
そ
の
侭
に
転
写
印

行
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
品
す
べ

て
に
題
名
を
つ
け
、
白
文
を
上
段
、

訓
み
下
し
文
を
中
に
、
難
訓
語
嚢

の
解
説
の
三
段
組
と
し
て
、
判
読

し
易
い
よ
う
に
配
意
し
た
B
5
判

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
正
式
に
開
設
さ

れ
た
。同

窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

は
、
同
窓
会
の
概
要
や
総
会
情
報
、

校
舎
と
そ
の
周
辺
の
案
内
地
図
、

進
学
状
況
や
部
活
動
等
を
中
心
と

す
る
学
校
ニ
ュ
ー
ス
、
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
、
秋
高
出
身
者
の

情
報
交
換
の
場
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ナ
ー
、
ほ
ど
な
く
創
立
百

二
手
周
年
を
迎
え
る
母
校
の
沿
革

史
等
か
ら
成
っ
て
い
る
。

む
ろ
ん
、
リ
ン
ク
集
の
ペ
ー
ジ

も
準
備
さ
れ
て
お
り
、
O
B
が
開

設
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

他
、
秋
高
に
関
わ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
自
由
に
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

世
は
挙
げ
て
情
報
社
会
。
長
い

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
母
校
も
い
つ

ま
で
も
そ
の
玲
外
に
い
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
時
代
に
入
り
つ
つ
あ

る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
に
「
不
易
流
行
」
で
あ
る
。

な
お
、
秋
高
同
窓
会
の
ア
ド
レ

ス
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

http．ミwww．ak－t旨slOb．gr．Jp

◆
　
Y
脅
　
◆
　
藤
　
◆
一
撃
　
◆
　
轟
サ
　
◆
　
藤
　
◆

六
百
八
十
四
ペ
ー
ジ
の
大
冊
で
あ

る
。作

詩
の
一
つ
ひ
と
つ
が
珠
玉
を

鎮
め
た
る
如
き
詩
篇
で
あ
り
、
読

む
者
を
し
て
、
感
銘
を
覚
え
ず
に

は
措
か
な
い
。
八
十
歳
に
し
て
、

こ
の
彪
大
な
る
数
量
を
、
整
然
と

赦
密
に
清
書
を
し
て
纏
め
切
っ
た

そ
の
執
念
に
驚
嘆
の
他
は
無
い
。

生
雲
氏
は
旧
土
崎
港
の
生
れ
、

母
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ー
フ
I

生
徒
の
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
対
応

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
こ
こ

ろ
を
病
む
生
徒
が
増
え
て
き
て
お

り
、
そ
う
し
た
生
徒
を
ど
の
よ
う

に
指
導
援
助
し
て
い
く
か
が
学
校

現
場
で
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
る
。そ

う
し
た
事
態
へ
の
対
応
策
の

一
つ
と
し
て
、
文
部
省
で
は
平
成

七
年
度
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
調
査
委
託
研
究
事

業
と
い
う
も
の
を
展
開
し
て
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
〓
疋
数
の
高
校
や
中

学
校
に
国
の
予
算
で
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
学
校
に

お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
活
用
す
れ

ば
効
果
的
か
を
調
査
研
究
し
て
、

近
い
将
来
に
予
想
さ
れ
る
、
す
べ

て
の
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
配
置
す
る
際
の
参
考
資
料

に
す
る
と
い
う
事
業
で
あ
る
。

秋
田
県
内
で
も
、
秋
田
西
高
、

嵐
轡
　
◆
　
車
　
◆
　
帝
　
◆
　
尊
　
◆
　
鹿
骨
　
◆
　
療
　
◆

道
部
に
属
し
て
居
た
か
ら
、
筆
墨

に
親
し
ん
だ
年
季
の
修
行
は
並
み

で
は
無
い
の
で
あ
る
。

本
校
同
窓
会
館
玄
関
の
掲
額

（
羽
城
館
）
が
彼
の
揮
墓
に
な
る

蒙
刻
で
あ
る
こ
と
も
、
是
非
付
け

加
え
た
い
所
で
あ
る
。

我
々
は
旧
制
中
で
、
漢
文
な
る

課
目
が
あ
っ
て
、
一
通
り
の
基
礎

を
学
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

秋
田
東
高
、
秋
田
北
高
な
ど
が
す

で
に
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
て

い
る
が
、
今
年
度
は
母
校
が
五
城

目
高
校
、
矢
島
高
校
と
と
も
に
こ

の
制
度
の
適
用
校
に
選
定
さ
れ
て

効
果
を
上
げ
て
い
る
。

そ
の
具
体
的
な
内
容
を
簡
単
に

紹
介
す
る
と
、
母
校
の
場
合
は
、

男
女
三
人
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
来
校
し
て
い
る
。

三
人
が
手
分
け
し
て
毎
週
二

日
、
一
回
四
時
間
の
勤
務
時
間
で

母
校
に
在
校
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
年
間
で
計
算
す
る

と
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

来
校
す
る
日
数
は
合
計
七
十
日
、

時
間
に
し
て
二
百
八
十
時
間
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

文
部
省
の
委
託
事
業
な
の
で
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
に
要
す

る
費
用
は
す
べ
て
国
の
予
算
で
ま

か
な
わ
れ
る
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
来

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

多
い
が
、
絶
句
や
律
詩
の
型
を
見

極
め
る
こ
と
な
ど
及
ば
ぬ
こ
と

で
、
そ
れ
が
出
来
る
人
を
羨
望
し

て
や
ま
な
か
っ
た
。

中
国
語
を
話
せ
な
い
日
本
人

で
、
漠
詩
人
と
称
さ
れ
る
人
達
の

詩
作
が
、
平
灰
・
韻
を
ほ
と
ん
ど

間
違
い
な
く
配
置
さ
れ
て
い
る
の

を
、
中
国
の
専
門
家
で
さ
え
驚
き

の
念
を
以
て
見
ら
れ
る
、
と
聞
く

校
日
や
勤
務
時
間
帯
は
月
ご
と
に

生
徒
、
職
員
に
事
前
に
連
絡
し
て

い
る
の
で
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相

談
し
た
い
人
は
、
自
分
の
都
合
と

合
わ
せ
な
が
ら
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

面
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

母
校
で
も
そ
の
た
め
の
面
接
室

を
整
備
す
る
な
ど
し
て
、
受
け
入

れ
体
制
を
整
え
、
予
想
し
て
い
た

よ
り
も
多
い
面
談
希
望
者
に
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

改装なった面談室

：
転
配
忙
録
≒
上
木
に
寄
せ
て

十
十
十
㍉
十
十

傘
寿
を
超
え
た
の
で
、
翁
と
申
し

て
も
良
い
仙
骨
で
あ
る
。
書
道
で

も
一
家
を
な
し
、
県
内
書
壇
で
は

戦
後
も
早
く
か
ら
、
そ
の
筆
名
が

知
ら
れ
て
い
る
。
秋
田
で
は
、
大

正
・
昭
和
期
を
通
じ
て
の
二
大
家

赤
星
藍
城
と
土
崎
龍
山
書
伯
が
弘

く
識
ら
れ
る
が
、
そ
の
龍
山
師
に

幼
少
よ
り
子
飼
い
の
初
弟
子
と
し

て
手
ほ
ど
き
を
享
け
て
い
る
。
そ

う
言
え
ば
彼
が
秋
田
中
学
で
、
書

評
瀞
珊
骨
　
濾
遵

初
歩
入
門
の
論
語
か
ら
始
め
て
、

漢
字
を
連
ね
る
白
文
の
訓
読
で
四

苦
八
苦
、
内
容
を
理
解
す
る
に
は

程
遠
く
、
ま
し
て
や
漢
詩
に
至
っ

て
は
漢
字
一
字
に
も
四
声
・
平
灰

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
詩
体
を
な

す
に
は
、
韻
を
踏
む
な
ど
定
ま
り

従
う
べ
き
法
則
が
あ
る
の
だ
、
な

ど
と
教
え
ら
れ
て
も
チ
ン
プ
ン
カ

ン
プ
ン
の
ま
ま
今
日
に
到
っ
た
。

掛
軸
な
ど
に
漠
詩
風
の
も
の
が

喜
一
（
昭
和
1
2
年
卒
）

の
で
あ
る
が
、
そ
の
人
達
は
、
漢

字
を
覚
え
る
の
に
、
血
の
に
じ
む

よ
う
な
努
力
の
上
に
漢
詩
作
法
に

よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
結
晶
の
成
果

が
、
斯
く
い
わ
し
め
る
の
で
あ
る

と
言
う
。
生
雲
民
も
勿
論
、
そ
の

範
時
に
入
る
の
で
あ
ろ
う
。
小
生

は
彼
の
偶
成
詩
作
の
州
案
下
書
を

見
た
こ
と
が
あ
る
か
、
そ
の
漢
字

す
べ
て
に
傍
点
記
号
を
付
し
て
あ

っ
た
。
今
に
し
て
惟
え
ば
、
自
作

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
▲
▼
　
◆
　
◆
　
◆
　
ふ
T

の
数
十
万
字
を
遥
か
に
超
え
る
漢

字
に
、
そ
の
し
る
L
を
附
し
て
苦

吟
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ
あ
る
。

本
冊
は
、
自
費
の
極
め
て
僅
部

出
版
（
漢
詩
同
好
会
の
士
に
の
み

無
料
進
口
王
）
　
で
し
か
な
く
、
藁
に

紹
介
お
薦
め
し
た
と
こ
ろ
で
入
手

は
難
し
い
。

ご
高
覧
希
望
の
諸
賢
に
は
、
本

稿
同
窓
会
館
書
架
あ
る
い
は
県
内

主
な
図
書
館
な
ど
で
、
ご
披
閲
を

願
う
よ
り
他
は
な
い
。
国
会
図
書

館
に
も
あ
る
。

こ
の
刊
行
は
、
中
央
の
斯
界
で
、

早
く
も
後
世
に
遣
る
作
品
と
認
識

さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と

の
こ
と
、
ま
こ
と
に
同
慶
の
至
り

で
あ
る
。
昭
和
・
平
成
年
代
に
お

け
る
、
郷
土
人
の
手
に
な
る
漠
詩

集
と
し
て
、
遠
か
ら
ず
稀
覿
と
な

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
「
だ
よ
り
」
で
、
あ
え
て
紹

介
す
る
所
以
で
あ
る
。

鵠洛分a濱
ヽ

日
田

追悼

ヨ
、

□訂　′4

惜
し
い
人
が
、
あ
ま
り
に
も
早

く
逝
っ
た
。

友
人
代
表
と
し
て
、
「
棺
を
蓋

い
で
事
定
ま
る
。
あ
な
た
の
人
間

評
価
は
、
ま
さ
に
晋
書
毅
毅
伝
の

こ
の
三
口
に
尽
き
る
」
と
申
し
上

げ
た
。ア

キ
タ
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
、
大
広
間
二
つ
を
通
し
て
行

わ
れ
た
葬
儀
・
告
別
式
は
、
千
人

を
超
え
る
参
列
客
で
埋
ま
り
、
立

っ
て
い
る
方
も
多
く
見
ら
れ
た
。

八
十
年
の
生
涯
を
通
じ
て
、
幅
広

く
奥
深
く
、
県
、
市
民
と
つ
き
あ

っ
た
人
柄
を
、
如
実
に
見
る
思
い

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
百
力
日
の
忌
明
は
、
奇

し
く
も
二
〇
〇
〇
年
一
月
元
日
で

あ
っ
た
。

旧
制
秋
田
中
の
創
立
五
十
期
に

卒
業
し
た
の
で
、
同
期
会
を
「
秋

中
五
十
期
会
」
と
名
づ
け
、
ホ
テ

ル
専
務
を
し
て
い
た
博
さ
ん
の
好

意
に
甘
え
て
、
事
務
局
を
ホ
テ
ル

に
、
同
窓
会
の
常
任
理
事
で
あ
っ

た
博
さ
ん
に
は
、
事
務
局
長
役
を

引
き
う
け
て
い
た
だ
い
て
、
今
日

に
及
ん
だ
。

ホ
テ
ル
は
年
中
無
休
。
元
旦
も

祭
日
も
な
い
。
む
し
ろ
休
日
の
方

が
忙
し
い
の
だ
。
友
情
に
甘
え
て
、

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
、
同
期

一
同
は
心
か
ら
、
感
謝
と
追
悼
の

思
い
出
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

〇

二
年
間
の
闘
病
生
活
が
ど
ん
な

に
つ
ら
か
っ
た
で
あ
っ
た
ろ
う

と
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
、
仁
兄
の

闘
病
精
神
に
心
打
た
れ
る
思
い
で

あ
る
。半

年
後
、
事
態
が
急
変
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
病
院
食
が
の

ど
を
通
ら
ず
、
点
滴
に
切
替
え
て

い
る
と
の
こ
と
。

昼
夜
ぶ
っ
と
お
し
の
二
十
四
時

間
点
滴
と
い
う
の
で
は
、
恵
美
子

夫
人
の
看
病
に
任
せ
る
以
外
に
為

す
術
は
な
か
っ
た
。

全
身
全
霊
を
傾
け
て
の
夫
人
の

看
護
に
は
、
博
さ
ん
も
き
っ
と
心

か
ら
感
謝
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
0

0

武
蔵
野
美
大
を
出
た
博
さ
ん
は

二
科
会
で
特
選
の
栄
誉
に
輝
き
つ

つ
も
、
伝
統
や
流
派
に
と
ら
わ
れ

ぬ
新
し
い
道
を
常
に
求
め
、
賛
同

者
と
と
も
に
会
を
結
成
し
て
、
後

輩
の
指
導
育
成
に
当
た
っ
た
。

県
、
秋
田
市
の
賞
を
頂
い
た
が

本
心
は
常
に
作
品
に
あ
っ
た
。
好

日
、
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
た
ら
、
天

井
を
ガ
ラ
ス
に
し
て
太
陽
光
を
採

り
入
れ
て
い
た
。

「
年
を
と
る
と
細
筆
に
苦
労
し

て
ネ
。
太
陽
光
は
あ
り
が
た
い
よ
」

と
意
欲
を
か
き
た
て
て
い
た
。
一

階
も
二
階
も
、
作
品
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
美
大
の

後
輩
や
美
術
館
関
係
者
が
整
理
に

当
た
っ
て
い
る
が
、
三
百
点
前
後

に
の
ぼ
る
と
い
う
。
回
顧
展
の
開

催
が
待
た
れ
る
。

博
さ
ん
の
人
柄
は
、
ホ
テ
ル
業

界
で
は
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。
秋
北
ホ
テ
ル
が
開

業
し
た
と
き
、
同
社
の
役
員
は
、

「
私
た
ち
の
目
標
は
博
さ
ん
で
す
」

と
語
っ
て
い
た
。
博
さ
ん
は
、
英

国
風
の
本
物
の
紳
士
で
あ
っ
た
。

そ
の
博
さ
ん
が
、
正
邪
善
悪
を

重
ん
じ
、
弱
い
立
場
の
人
を
助
け

る
”
侠
気
”
を
内
に
秘
め
て
い
た

こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。

秋
田
感
恩
講
の
那
波
三
郎
右
衛

門
君
（
秋
中
同
期
）
　
の
求
め
に
応

じ
て
理
事
を
務
め
、
良
き
相
談
相

手
で
あ
っ
た
。
毎
年
十
二
日
末
、

ポ
ッ
ケ
ト
マ
ネ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
を
つ
く
り
、
め
ぐ
ま
れ
な

い
児
童
、
生
徒
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
恵
美
子
さ
ん

が
遺
志
を
継
い
で
い
か
れ
る
と
い

う
0

0

神
が
博
さ
ん
に
あ
と
二
カ
月
の

命
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
な
ら
、

慶
事
が
彼
を
待
っ
て
い
た
。
秋
の

生
存
者
叙
動
に
、
文
化
功
労
と
し

て
勲
五
等
瑞
宝
章
が
内
定
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

九
月
三
日
逝
去
し
た
た
め
、
県

で
保
管
し
て
い
た
が
、
昨
年
末
、

恵
美
子
夫
人
に
勲
記
と
勲
章
が
届

け
ら
れ
、
今
は
霊
前
に
飾
ら
れ
て

い
る
。な

ん
で
先
に
逝
っ
た
ん
だ
！

の
思
い
に
は
、
二
カ
月
の
く
や
し

さ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
、
夫
人

の
末
永
い
ご
健
勝
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。

（合掌）
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そ
の
生
涯
と
画
業
を
顕
彰
す
る

絆
藤
博
洗
漣
伸
展

時
　
九
月
二
十
四
日
～
二
十
七
日

所
　
秋
　
田
　
県
立
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術
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「天をもつがん古希の声」
秋中・十四日の会
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固
閉
幽
■
書
音
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嗣
断
馴
齢
旧
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田
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∵

㍑
脳
馴
脳
は
ロ
喜
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－

．

1

1

　

亨
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国

桝

響謂覇断開署

輿葦欄間

苧

　

1

．

l
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、

　

、
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‥
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E
E
問
紺
馳

田
園
間
脳

鮮
粧
棚
日
　
日
椅
日
加
日

篭
寺
　
　
　
t
 
j
S
H
・
三
・
〃
り
°
葺
葦

墓
も
、
．
、
、
、
、
、
ミ
　
　
．
　
ト瀾

臓
瀾
洲
は

田

こま
、・

十ネ

㌍苧野蕪ぢ　　　薫

平
成
十
二
年

月
十
四
日

タ
ワ
ー
で
開
催
し
た
。

今
年
か
ら

（
金
）
、
定
例
の
昭
和
賀
2
2
年
卒

業
在
京
同
期
生
の
秋
中
十
四
日
会

を
、
新
宿
小
田
急
ホ
テ
ル
サ
ザ
ン

ヽ
．
．

．
ヽ

十
五
日
だ
っ
た
成
人
の
日
の
前
日

は
、
祝
日
変
更
で
金
曜
日
の
夜
と

な
り
、
秋
田
、
仙
台
か
ら
の
遠
来

の
友
の
参
加
を
得
て
楽
し
い
一
夜

と
な
っ
た
。

今
年
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
者
が

古
希
を
迎
え
て
出
席
二
十
六
名
、

秋
田
か
ら
は
高
橋
昌
二
佐
藤
鉄

男
の
両
君
が
特
別
参
加
し
、
二
〇

〇
〇
年
最
初
の
集
ま
り
と
な
っ

た
。
田
口
能
裕
君
と
暮
れ
近
く
に
、

宮
原
和
雄
、
北
林
浩
作
、
柳
田
英

治
各
君
ら
の
計
報
が
相
次
ぎ
、
昭

和
十
七
年
秋
中
入
学
以
来
、
既
に

七
十
四
名
が
鬼
籍
に
入
っ
た
。
戦

中
、
戦
後
の
苦
し
い
時
代
を
乗
り

越
え
て
七
十
歳
に
達
し
、
こ
れ
か

ら
超
高
齢
社
会
へ
と
仲
間
入
り
を

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

新
宿
南
口
の
新
し
い
エ
リ
ア

で
、
高
層
二
十
一
階
展
望
の
夜
景

を
眺
め
な
が
ら
旧
交
を
温
め
た
。

語
り
は
尽
き
ず
、
そ
の
中
、
校
歌
、

応
援
歌
の
合
唱
に
湧
き
、
野
口
力

君
の
「
チ
ヤ
ツ
！
チ
ヤ
ツ
！
チ
ヤ

ッ
！
」
の
手
打
ち
で
最
後
は
爆
発

し
、
再
会
を
約
し
、
不
夜
城
新
宿

の
街
へ
散
っ
て
い
っ
た
。（

和
田
記
）

／
／
／
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∵
＼

ハ
／

円
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人
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．
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＼
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四
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／
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「
∵

日
」
当
！
、
）
．

、
．

第
四
十
七
回
秋
高
二
入
会
（
昭

和
2
8
年
3
月
卒
同
期
会
）
は
、
去

聖獣結露惑荘2
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号
薫
賛
遠

す　　す　　叫や　　　柵や　叶やル
キノぺ　　㌔心ナ　ヰナナ

日

　

田

田
園
鮎

□

■■llllll．llllllllllll田lllllllll日

．

．

　

‡

・

・

・

・

・

㌻

■
■
■
【

開
田
四
一

一
躍
固
那
乱
□

ロ

ロ
四
闊
調
■
葵

8
8
喜
i
患
〇
〇
〇
m
は

田．lllllllllll．llllllllllll川ul

書
賀
間
脳

圏

話

8

8

湘
ナ
ナ
整
ナ
㌣

軒
や
キ
怒
牛
革
十

日
間
田

口
凶

ロⅦ
冊
臼
国

吉　音　求や十、t

ぺ1ドイ十十　十　　－メイ～　ナ小

畑薔

十ナ　イ

、、Hや膵蔀も

る
五
月
二
十
日
（
土
）
午
後
六
時

か
ら
、
割
烹
あ
き
た
く
ら
ぶ
で
、
恩

師
と
し
て
菅
原
繁
雄
先
生
、
最
上

勉
先
生
の
お
二
人
、
同
期
生
六
十

一
名
の
参
集
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

小
林
忠
雄
代
表
幹
事
が
開
会
の

挨
拶
を
し
、
そ
の
な
か
で
両
先
生

方
の
健
勝
を
お
慶
び
申
し
上
げ
、

併
せ
て
昨
年
現
代
の
名
工
に
選
ば

れ
た
同
期
生
岩
田
次
夫
君
の
永
年

の
功
労
を
た
た
え
た
。
つ
ぎ
に
、

今
年
か
ら
こ
の
同
期
会
を
、
代
表

幹
事
・
小
林
忠
雄
、
小
川
省
吾
、

笹
村
健
明
、
幹
事
・
椎
名
光
雄
、

高
橋
信
昭
、
三
浦
　
功
、
渡
部
達

郎
、
渡
連
文
雄
、
事
務
局
・
中
山

文
夫
、
斉
藤
寿
弥
の
以
上
十
名
を

永
久
幹
事
と
し
て
開
催
し
て
い
く

こ
と
を
提
案
し
全
員
の
了
承
を
得

た
。我

が
同
期
生
は
全
員
六
十
五
歳

以
上
。
ま
だ
バ
リ
バ
リ
の
現
役
組
と

リ
タ
イ
ア
一
組
、
ど
れ
く
ら
い
の
割

合
な
の
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
初

参
加
者
や
超
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
参
加

者
が
結
構
多
か
っ
た
こ
と
に
は
、

我
々
も
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
い
た
年
金

生
活
者
層
に
入
っ
て
き
た
の
か
と
思

わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

な
お
今
回
は
、
希
望
者
が
開
会

前
に
母
校
を
は
じ
め
年
々
発
展
す

る
秋
田
市
の
姿
や
昔
懐
か
し
い
千

秋
公
園
の
つ
つ
じ
等
を
見
学
す
る

ミ
ニ
ツ
ア
ー
（
バ
ス
）
を
行
い
、

二
十
五
名
が
参
加
し
て
往
時
を
偲

ん
だ
。
　
　
　
　
　
（
斉
藤
記
）

叙
勲

長
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の
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．．，こ．∴　1

！∴∴∴荒

君
に
記
念
品

l

　

▼

　

I

　

’

　

l

　

’

　

I

　

’

　

＿

l

l

l

l

l

l

l

l

．

l

l

l

l

l

l

l

l

 

l

t

 

l

 

t

　

　

．

l

l

 

t

 

t

l

　

■

　

l

　

■

　

l

l

　

‘

　

l

　

■

　

t

t

t

t

　

．

　

　

t

 

l

　

■

　

l

　

■

　

■

l

二
年
前
に
、
満
八
十
歳
の
傘
寿

祝
賀
会
を
、
秋
田
・
東
京
合
同
で

秋
田
で
盛
大
に
行
っ
た
あ
と
を
受

け
て
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
新
年
会

を
、
一
月
一
五
日
午
後
五
時
半
か

ら
ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
、
全
員
十
七
名
が
出
席
し
て

開
催
し
た
。

こ＼＼llllt

田園臨画田園岳

た

け摂

磯
瑠
轡

H
ヰ
ヰ
キ
な

常
任
理
事
、
渡
辺
喜
一
君
の
開

会
挨
拶
に
次
い
で
、
傘
寿
会
以
降

死
去
し
た
米
沢
利
英
（
千
葉
）
、

伊
藤
博
次
一
秋
田
）
、
大
野
連
太

郎
（
東
京
）
三
君
に
黙
祷
。
桜
谷

吾
朗
君
か
ら
、
同
好
会
、
校
友
会

の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
経
過
報
告

が
行
わ
れ
た
。

次
い
で
、
昨
年
秋
の
叙
勲
で
、

根
本
常
夫
君
（
勲
四
等
瑞
宝
章
）
、

故
伊
藤
博
次
君
　
（
勲
五
等
瑞
宝

章
）
、
自
作
漠
詩
集
「
活
忙
録
」

（
八
百
頁
）
を
自
費
出
版
し
た
藤

崎
吉
次
一
生
雲
）
君
の
三
君
に
対

し
て
、
京
野
大
三
君
か
ら
お
視
い

の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
澤
石
謙

君
か
ら
三
君
の
功
績
が
述
べ
ら
れ

た
。根

本
、
藤
崎
両
君
の
謝
辞
に
続

い
て
、
故
伊
藤
君
夫
人
・
理
恵
子

さ
ん
か
ら
、

「
主
人
が
楽
し
い
人
生
を
送
れ

た
の
も
、
五
十
期
の
皆
さ
ま
の
お

三
月
二
十
四
日

十
六
時
三
十
分

か
ら
、
貝
田
氏

（
元
商
工
中
金

上
席
検
査
役
）

の
お
世
話
に
な

る
商
工
中
金
あ

け
ぼ
の
ク
ラ
ブ

で
、
年
一
回
の

恒
例
の
飛
翔
会

を
開
催
し
た
。

今
年
は
昭
和

二
十
年
、
動
員

先
の
マ
ツ
ダ
ラ

ン
プ
（
現
在
の

東
芝
）
　
で
の
卒

業
式
か
ら
丁
度

五
十
五
年
目
に

、、1菱
冬
間

組
…

鼠鞄曇

ロC

fす　す
ロ
ロd

血日日遍
誤　拝

ナ華

丸Y
毒
慈

蜜

同

…

凶
、
．
．
“
・
　
′
．
h
l
r
 
j
P
、
、
、

胃
ご
売卑

辞

ノ

十

ナ

た咽
l
閑
闇
。
田
・

阻
同
相
　
嗣

恩
師

！・．一ノ

圃こ：こ忘遍

あ
た
り
、
皆
は
特
別
な
想
い
で
集

ま
っ
た
に
違
い
な
い
。

会
は
鷺
谷
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
先
ず
、
物
故
者
に
黙
祷
を
捧

t
t
t
t
　
．
　
　
■
　
■
l
 
t
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
●
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l

か
げ
で
す
。
」

と
の
こ
と
ば
に
、
会
員
一
同
胸

を
熱
く
し
た
。

な
お
、
欠
席
の
那
波
三
郎
右
衛

門
君
か
ら
金
一
封
、
小
玉
健
君
か

ら
太
平
山
数
本
、
根
本
君
か
ら
洋

酒
の
差
入
れ
が
あ
っ
て
、
会
は
二

時
間
半
も
盛
り
上
が
り
、
校
歌
を

歌
い
あ
げ
た
の
ち
、
次
回
を
約
し

て
散
会
し
た
。
　
　
（
澤
石
記
）

恩
師
を
囲
み
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
祝
う

一
一
〇
期
（
S
5
9
年
卒
）
同
期
会

去
る
一
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た

百
十
期
同
期
会
は
、
記
念
す
べ
き

二
〇
〇
〇
年
の
冒
頭
を
飾
る
”
ミ

レ
ニ
ア
ム
同
期
会
”
と
な
り
ま
し

た
。
二
〇
〇
〇
年
問
題
等
も
影
響

し
て
か
、
出
席
人
数
も
少
な
め
で

あ
り
ま
し
た
が
、
恩
師
の
先
生
方

を
囲
み
な
が
ら
懐
か
し
い
友
人
と

旧
交
を
温
め
る
と
と
も
に
、
四
年

後
の
再
会
を
約
束
し
た
有
意
義
な

同
期
会
と
な
り
ま
し
た
。
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げ
、
会
務
報
告
、
会
計
報
告
等
を

行
っ
た
後
、
記
念
写
真
を
撮
影
、

宴
会
に
移
っ
た
。

宴
会
で
は
、
伊
藤
隆
二
の
名
司

会
に
よ
っ
て
、
自
己
紹
介
が
盛
り

上
が
り
、
何
れ
劣
ら
ぬ
自
慢
話
に
、

冷
や
か
し
の
ヤ
ジ
も
飛
び
交
う
爆

笑
の
中
で
、
ま
だ
ま
だ
若
さ
溢
れ

る
互
い
の
元
気
さ
に
刺
激
さ
れ
な

が
ら
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
予

定
の
二
十
一
時
ま
で
、
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
間
省
の
音
頭
で
校
歌

を
斉
唱
し
、
次
回
は
、
七
月
の
、

こ
れ
も
恒
例
の
鷺
谷
病
院
（
宇
都

宮
）
　
の
検
診
会
に
参
加
す
る
こ
と

を
約
し
て
解
散
し
た
。
（
大
山
記
）

［
出
席
さ
れ
た
先
生
方
］

誇
田
市
郎
、
高
木
純
朗
、
太
田

稔
、
伊
藤
　
仁
、
菅
原
　
洋
、

佐
藤
　
正
、
池
田
柾
博
、
佐
竹

嘉
紀
、
稲
村
綾
子
、
亀
田
弘
子

（
敬
称
略
一

微

日

爪
　
闇
独
胞
囲
騙

三
一
l
 
i
．
∴
　
」

回
田
　
悶
日
嗣

≠　園
半鼓

回
国■

．

固
閏
闇

H
・
よ
　
　
ヽ
r
Y柑

　
森
げ

禰
÷

．
闘
闇
田圃

i‾退‾l甘‾』

四
国
悶
開
閉
は

回国田龍

田四

四

回
回
り

固
閉
り
同
調

・
サ
録

日
u
固
闊
…
闊
伊

1
、

証
■
賀
回
書
図

日
圏
間
脳
ロ

二

■

表

■

■
■
口
u
口
l
円
l
l

－

□
四

円
　
．
　
■
■
□

十
十
暦

日
l
l
患

四
日
目
・
＿
聞

渡部亮次郎
（昭和29年卒）

（社）日米文化振興会理事長

〒102－0073

東京都千代田区九段北1－10－3
TEL O3－3239－7231

FAX O3－3263－3220

医
療
法
人

早
川
眼
科
医
院

院
　
長

早

川

正

明

（
昭
和
2
9
年
卒
）

〒
0
1
0
附
秋
田
市
南
通
亀
の
町
四
の
三
ハ

電
話
　
〇
一
八
（
八
三
二
一
∴
八
一
一
〇

塚本隆久
（昭和29年卒）

緑資源公団
東京都千代田区紀尾井町3－29
℡03－3222－1211

東京都港区芝公園2－4－1
℡03－3433－0171

医療法人春生会

大里病院
院　長

大里祐一
（昭和29年卒）

鹿角　市花輪堰向56

高
格
税
務
会
針
事
務
所

税
理
士高

冷

三

尊

（
昭
和
2
9
年
卒
）

〒
㌫
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
1
十
三
⊥

電
　
藷
　
〇
三
　
三
二
九
四
一
六
〇
九
一

F
A
X
　
〇
三
　
三
二
九
四
一
六
C
七
四

豆
屠
東
御
苑
の
近
く
て
す
一

三
浦
弘
税
理
士
事
務
所

税
理
士

三
　
浦

〒
0
1
0
．
0
8
3
3
秋
田
市
旭
川
新
藤
田
東
町
十
七
一
十
入

電
　
希
　
〇
一
全
人
三
五
一
四
三
二
人

F
A
X
　
〇
一
人
一
八
三
五
一
四
三
二
八

日高一雄事務所

有限会社

エスエイチケイコンサルティング

代表取締役

日　高一雄
（昭和29年卒）

〒103－0013

中央区日本橋人形町3－11－10ホソコクビル4階

電話03一弘95叔釦5　7アノクス03－5695－40％

Hi至i壬it∋h m■t■■t■beni

代表取締役社長

本多秀男
（昭和29年卒）

日】5≡n急工様式呂社
〒105－0001東京都港区虎ノ門1－19－10
第6セントラルビル内

TEL O3－5251－0777（代表）
FAX O3－5251－0770

武田眼科医院

武田浩芳
（昭和29年卒）

〒988－0043

宮城県気仙沼市南郷5　－1
TEL O226（2　3）4　358

2／館を屠つ必多－

株式会社教育新聞社

琵表取締慧白滝一紀
（昭和29年卒）

〒110－0005
東京都台東区上野3－17－7
TEL O3－3832－3571

FAX O　3－3832－35　70

高橋歯科医院

高橋昭一
（昭和30年卒）

〒010－1637

秋　田　市　新屋　扇　町10－16
電話　018（828）4339

医療法人豊盛会

圭間歯科医院

豊問　　隆
（昭和30年卒）

秋田市土崎港中央2－5－24
TEL O18（845）1657
FAX O18（845）6842
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能
代
、
山
本
支
部
総
会
は
例
年

十
二
月
に
忘
年
会
を
兼
ね
て
開
催

さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
一
年
度

は
事
務
局
の
都
合
も
あ
り
、
二
月

二
十
五
日
（
金
）
料
亭
宮
茂
登
、

塩
谷
（
S
3
2
卒
）
　
に
て
、
開
催
さ

れ
た
。最

初
に
織
田
支
部
長
よ
り
、

「
丸
山
同
窓
会
長
と
同
期
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
連
続
で

当
支
部
総
会
に
同
出
席
い
た
だ
い

ぐ

　

、

、

、

1歳
廷
巴

な

　

た

・
1

ガ
“

滋
幽

れ

■
l
 
u
A
粁
H
い
●
■
l
l

r

　

　

　

　

ぢ

1

壷
蒐

E

H

　

　

　

　

ヨ

困
り

尭
萎

ル

厨
洲
は
日

田
凶
闇
閲
は

rl距私娼
田

汁

イ

ヰ

十

∵

十

．
怨
脳
i

随
脳

丸1、．、㍉、表

賢

鷲
＿

轡闘
断
齢

図
二
二

嗣

闘

圏
断

碑

　

ナ
孝
■

囚
…
関
田
　
日
日

回
り
日

嗣
u

国磯藤

田

血糊ヴ

を
東

田
団

函

閤
閣
胤
齢

1　
1
哉、

‥
、
「
、
、

回
り

．
t
t
t
l

圏．
回

て
い
た
が
、
同
日
に
先
約
の
大
館

支
部
総
会
の
ご
出
席
の
為
、
欠
席

さ
れ
残
念
。
皆
さ
ん
に
お
会
い
す

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
」

等
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
本
部

よ
り
斉
藤
事
務
局
長
が
同
窓
会
の

活
動
報
告
、
特
に
昨
夏
の
甲
子
園

出
場
の
さ
い
の
協
力
の
お
礼
を
述

べ
ら
れ
、
ま
た
学
校
よ
り
阿
部
教

頭
先
生
を
お
迎
え
し
、
学
校
及
び

生
徒
の
報
告
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

いた。次
に
支
部
の
活
動
と
し
て
母
校

硬
式
野
球
部
が
能
代
招
待
野
球
大

会
出
場
時
は
、
選
手
の
歓
迎
会
・

激
励
会
を
支
部
会
員
の
協
力
で
開

催
し
て
い
る
こ
と
、
前
幹
事
長
斉

藤
氏
の
ご
逝
去
等
を
お
知
ら
せ

し
、
そ
の
後
会
計
報
告
を
し
、
承

認
を
得
た
。

故
斉
藤
氏
の
発
案
で
あ
っ
た
恒

例
の
福
引
き
は
残
念
な
が
ら
出
来

な
か
っ
た
も
の
の
、
今
回
は
出
席

者
全
員
が
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。

時
の
経
つ
の
が
早
く
校
歌
の
斉

唱
が
出
来
ぬ
う
ち
に
、
斉
藤
事
務

局
長
、
阿
部
教
頭
先
生
の
お
帰
り

の
時
刻
に
な
り
、
最
後
は
流
れ
解

散
と
な
っ
た
が
、
改
め
て
懇
親
を

深
め
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

時
代
の
流
れ
で
会
員
が
少
な
く

な
っ
た
が
、
是
非
こ
の
会
は
続
け

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

l1°

■
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－

ロ

■°日
日

■
■

∴
ナu

■
■

■
■

猷
粁
串

田
一

ノ

ナ

十

心待ちにしていた年一回の菓い
大館支部総会開催

■ロ■
■細

匹
．
闘
＝
』
。
嗣
日
劇

■
■
■
■
■
■
■
■
■
同
一

日
田

範
棚

田
団
は

閥
朗

．

1

　

三

．

－

l

E

．

i

l

．

壕
轡
㊨
ナ
ウ

国
　
闇
間
脳

．

　

　

　

㍉
篭
旬日］

園
調
閤
凶

大
館
支
部
総

会
は
二
月
二
十

五
日
（
金
）
幸

町
〃
北
秋
田
倶

楽
部
”
に
て
、

本
部
よ
り
丸
山

会
長
を
お
迎
え

し
、
三
十
名
の

会
員
が
集
ま
り

開
催
さ
れ
ま
し

た
。伊

藤
碩
彦
副

会
長
（
S
3
5
卒
）

が
「
心
待
ち
に

し
て
い
た
年
一

回
の
日
が
や
っ

て
き
た
…
。
」

と
開
会
の
こ
と

四
〇
5
．
回

国
l

■
獲

固

議

同
山
四

国

田

園
u

田
岡
問
は
馳

日

一

田
関
開
田

田

田
岡
関
は
回

田

闊
一
日

回

国田

㍉
一撃

海

壊

ロ
■
■
■
■

ば
。
去
る
一
月
交
通
事
故
で
逝
去

さ
れ
た
金
沢
二
郎
氏
（
S
9
卒
）

へ
黙
祷
の
あ
と
、
布
袋
屋
伊
作
会

長
（
S
2
0
・
5
卒
）
、
顧
問
の
小

畑
元
大
館
市
長
（
S
4
2
卒
）
が
挨

拶
。
丸
山
会
長
は
全
員
に
配
布
し

た
「
同
窓
会
の
莱
」
を
も
と
に
校

章
、
制
帽
、
校
歌
と
多
岐
に
わ
た

り
解
説
、
ま
た
学
校
概
要
の
説
明

も
あ
っ
た
。

記
念
撮
影
し
、
武
田
政
二
郎
氏

（
S
1
7
卒
）
　
が
乾
杯
の
音
頭
を
と

り
祝
宴
に
入
っ
た
。

恒
例
の
自
己
紹
介
が
終
わ
る
頃

は
飲
む
ほ
ど
に
酔
う
程
に
年
令
の

垣
根
を
超
え
、
時
の
経
つ
の
も
忘

れ
話
し
込
む
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
見
ら
れ
た
。

最
後
に
伊
藤
久
満
氏
（
S
2
9
卒
）

が
校
歌
・
エ
ー
ル
を
リ
ー
ド
し
、

再
会
を
期
し
、
大
館
市
の
夜
の
経

済
活
動
性
活
性
化
の
た
め
、
三
三

五
五
闇
に
同
化
し
て
い
っ
た
。

（
加
藤
浩
記
）

県
庁
支
部
総
会
開
催
さ
れ
る

新
支
部
長
に
青
山
釣
氏
（
S
3
4
年
卒
）
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譜
叩
譜
韻
咄
鐸
…鼎燕

離
陶
欝
累
加
堪
…

春
の
よ
う
な
陽

気
が
続
い
て
い
た

一
月
十
二
日
、
秋

田
市
役
所
羽
城

会
の
総
会
が
、
井

上
同
窓
会
副
会

長
、
池
田
学
校

長
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
約
二
百

五
十
名
の
参
加

の
も
と
、
秋
田
キ

ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

加
藤
幹
事
（
H
3
卒
）
　
の
若
々

し
い
中
に
も
流
ち
ょ
う
な
司
会
で

総
会
が
始
ま
り
、
事
業
報
告
、
予

算
案
等
の
説
明
・
承
認
の
後
、
新

会
長
に
諸
沢
進
氏
一
3
5
卒
・
総
務

部
長
）
、
副
会
長
に
金
沢
一
元
氏

（
同
・
美
短
事
務
局
長
）
　
を
選
出

し
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
懇
親
会
に
移
り
、

斎
藤
現
会
長
（
3
3
卒
・
交
通
事
業

管
理
者
）
と
顧
問
で
あ
る
石
川
市

長
か
ら
、
期
待
と
激
励
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
池
田
学
校

長
よ
り
、
昨
年
の
甲
子
園
出
場
の

際
の
お
礼
、
そ
し
て
、
応
援
等
を

通
じ
て
生
徒
の
連
帯
感
・
帰
属
意

識
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
今
年

の
進
路
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
志
望
が
叶
え
ら
れ
る
見
通
し
で

あ
る
こ
と
な
ど
の
ご
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
ど
も
市
役
所
の
O

G
で
も
あ
る
井
上
副
会
長
の
乾
杯

で
視
宴
と
な
り
ま
し
た
。

従
来
、
席
割
は
各
世
代
混
合
と

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
卒

業
年
次
毎
に
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
が
以
外
に
好
評
で
し
た
。
乾

県
庁
支
部
総
会
並
び
に
退
会
予

定
者
の
送
別
慰
労
会
が
、
去
る
三

月
二
十
三
日
に
秋
田
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
今
回
で
退
会
さ
れ
る

渡
辺
正
典
（
S
3
3
卒
）
支
部
長
に

変
わ
る
新
支
部
長
の
選
任
を
行

い
、
青
山
釣
（
S
3
4
卒
）
現
副
支

部
長
が
支
部
長
に
、
ま
た
副
支
部

長
に
は
、
小
野
征
逸
氏
（
S
3
5
卒
）

を
再
任
、
も
う
一
人
の
副
支
部
長

に
は
、
斎
藤
久
男
氏
（
S
3
6
卒
）

が
選
任
さ
れ
た
。

次
に
、
青
山
支
部
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
学
校
側
か
ら
、
丸
山
会
長

を
は
じ
め
、
池
田
校
長
、
山
谷
企

画
委
員
長
、
ま
た
議
会
開
会
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
北
林
照
助
県
議

会
議
員
を
始
め
多
く
の
県
議
会
議

員
の
出
席
に
対
し
て
の
感
謝
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
母
校
も
校
舎
は
、

東
根
小
屋
町
、
駅
前
、
手
形
中
台

と
移
り
、
時
代
も
大
正
、
昭
和
、

平
成
と
移
り
変
わ
っ
た
が
、
校

舎
・
時
代
が
い
か
に
変
わ
ろ
う

と
、
私
達
に
受
け
継
が
れ
た
、
質

実
剛
健
の
校
風
は
変
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
、
退
会
予
定
者
に
対
す
る

感
謝
の
言
葉
な
ど
が
あ
っ
た
。

次
に
来
賓
及
び
顧
問
の
紹
介
、

渡
辺
正
典
氏
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

北
林
照
助
氏
の
乾
杯
の
発
声
に
よ

り
歓
談
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
す

ぐ
に
、
丸
山
会
長
、
池
田
校
長
よ

り
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、

山
口
武
秀
氏
（
S
4
9
卒
）
　
の
名
司

会
で
、
宴
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

最
後
に
佐
々
木
忍
氏
（
S
6
3
卒
）

の
音
頭
で
、
校
歌
、
校
友
会
歌
を

斉
唱
し
た
。

な
お
、
県
庁
支
部
に
は
、
現
在

会
員
が
約
七
百
名
お
り
、
主
に
同

窓
会
名
簿
の
作
成
、
退
会
予
定
者

の
送
別
会
の
開
催
、
新
聞
の
広
告

な
ど
の
活
動
を
し
て
お
り
、
役
員

と
し
て
は
、
県
庁
の
部
局
長
と
な

っ
た
支
部
会
員
を
顧
問
、
ま
た
支

部
長
、
副
支
部
長
の
同
期
の
会
員

を
参
与
、
ま
た
各
部
局
か
ら
の
理

事
、
幹
事
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
て

い
ま
す
。

（
S
3
8
卒
・
佐
々
木
　
博
良
記
）
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杯
と
と
も
に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

話
に
花
が
咲
き
、
締
め
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
難
し
い
程
、
会
話
が
弾
み

酒
食
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
昨
年

ま
で
の
、
中
締
め
の
前
に
チ
ラ
ホ

ラ
帰
り
始
め
た
光
景
が
嘘
の
よ
う

で
し
た
。
事
務
局
一
同
、
初
の
試

み
に
自
己
満
足
。

途
中
、
新
入
会
員
の
自
己
紹
介

の
後
、
応
援
団
O
B
で
あ
る
佐
藤

（
4
3
卒
）
、
小
熊
（
4
9
卒
）
両
氏
の

音
頭
に
よ
る
校
友
会
歌
、
応
援
団

歌
等
々
の
余
興
に
、
市
長
は
じ
め

来
賓
の
皆
様
も
壇
上
に
参
加
し
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
校
歌
の
斉
唱
、
新
入
会

員
を
代
表
し
て
の
桝
田
（
H
6
卒
）

君
の
乾
杯
で
、
時
間
を
超
過
し
た

懇
親
会
も
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
　
　
　
　
（
亜
卒
・
伊
藤
記
）

雰
　
〃
麦
ノ
〃
〃
ケ
〃
ウ
ノ
余
子
ソ
／
′
ソ
〃
ケ
〃
ケ
∵
方
∴
宮
〃
∴
ソ
ゾ
ノ
／
　
ソ
ソ
ソ
ナ
ノ
ル
ル
′
′

去
る
五
月
十
九
日
（
金
）
新
宿

の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ハ
イ
ア

ッ
ト
に
て
行
わ
れ
た
本
年
の
総

会
、
参
加
百
五
十
余
名
の
盛
会
で

あ
っ
た
。
高
橋
支
部
長
（
S
2
6
卒
）

の
挨
拶
で
姶
ま
っ
た
総
会
は
、
二
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を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
講
演
で
、

参
加
し
た
会
員
に
大
好
評
で
あ
っ

た
。
講
演
要
旨
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
て
近
日
紹
介
予
定
。

懇
親
会
は
上
田
祐
子
幹
事
（
S

㊥
卒
）
と
現
役
慶
応
大
生
、
佐
々

木
猛
幹
事

（
S
3
9
年
卒
）

の
司
会
に
よ

り
議
事
も
滞

り
な
く
承
認

さ
れ
、
秋
田

か
ら
お
招
き

し
た
、
高
橋

校
長
、
斎
藤

事
務
局
長

（
S
2
3
年
卒
）

か
ら
現
在
の

窓金華束覚部
総会槻一康欄諏

■

■

円
田
嗣
■

別
報

秋
田
高
校
と
筒
1
2

同
窓
治
本
渦
間
戒

の
現
状
を
こ

説
明
い
た
だ

供
平
…

ニ　′－ノl∴＼

臨匡室測串田園顧田自由

寮京支部

車載琵　　甲嗣

木
彩
さ
ん

J
l．

（
H
1
0
卒
）

薯
の
女
性
二
名

幸
の
司
会
で
始

ま
り
、
世
代

を
超
え
て
親

交
を
深
め

た
。
途
中
、

今
野
仁
さ
ん

（
S
5
0
卒
）

か
ら
ワ
ー
ル

＋鞭葛
軒

555誠巌
十十☆‡★　　ぢ

私
ド
ゲ
ー
ム
ズ

二
〇
〇
〇
秋

田
の
紹
介
が

あ
り
、
ま
た

、
へ

い
た
。
　
　
　
へ
虫
顎
蘭
　
　
琵

そ
の
後
、
本
年
の
総
会
か
ら
開

始
し
た
特
別
講
演
に
移
っ
た
。
記

念
す
べ
き
第
一
回
の
講
演
者
は
前

国
連
事
務
次
長
の
明
石
康
氏
（
S

2
3
卒
）
　
で
「
昨
今
の
国
際
情
勢
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
国
連
時
代
の

思
い
出
話
を
交
え
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
国
際
政
治
の
世
界
の
舞
台
裏

今
年
．
．
月
に

他
界
さ
れ
た

俳
優
、
粟
津
渡
さ
ん
　
（
S
3
9
卒
）

が
生
前
秋
田
魁
に
執
筆
し
、
亡
く

な
っ
た
後
出
版
さ
れ
た
　
「
俳
優

（
わ
ざ
お
ぎ
）
が
ゆ
く
」
が
紹
介

さ
れ
た
。
最
後
は
、
野
球
部
O
B

の
山
岡
長
英
さ
ん
　
（
S
5
2
卒
一
の

音
頭
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
散
会
し

た
。

東京支部よりお知らせ
多東京支部は、ホーム′ヾ－　ジ　を　開設　し

（http／／12bltOrjPrShuk0－Ob）、会員の交流をサポート
しております。会員の方には無料にてリンクを貼って

いただけます。多くの方の参加をお待ちしております。
珍第1回ヨルフコンペを予定しております。参加希望者

は小柳輝芳幹事（TELO3－3394－1133）まで。また、そ
の他のサークル活動も支援していく予定です。サークル

を作りたい方は、会の名前、内容をお知らせください。
・本年より年会費をご入金し、ただいた会員には会員名

簿（約2，500名）を郵送いたします。同封の用紙にて
お振込みください。
珍東京支部の会員の皆様には、ご本人や配偶者のご不

幸に際して東京支部長名にて弔電報を送呈いたしま
す。詳しくは、佐々木幹事（TELO3－3796－3180）ま

でご連絡ください。
多今年2月にお亡くなりになった、俳優粟津競さんの

出版記念会（偲ぶ会）が7月15日仕）1700から新宿に
て開催されます。詳しく　は、倶子オフィ　ス

（TEL0473－81－4145）まで。
珍第1回きりたんば会を10月中旬に予定しておりま

す。詳細は後日ホーム′ヾ－ジ、または佐々木幹事
（TELO3－3796－3180）にご確認ください

株式会社秋田コウヨ

代表取締役

岸部恵一
（昭和30年卒）

秋　田　市　卸　町　4－7－7
TEL O18（862）6345

佐藤久弥
（昭和30年卒）

羽後信用金庫

本荘市大町32
TEL O184（32）3000

施工・総合建築業

◎細頓軋佐々木姐

代表取締役

佐々木憲隆
（昭和30年卒）

本　社　ノ秋田市南通みその町4－73
℡018（832）2396㈹

南支店　大　曲　市　栄　町6－26
℡0187（63）3269㈹）

下山胃腸科内科医院

下山維敏
（昭和30年季）

大　曲　市福住町　2　－　23
TEL O187　－　63　－　5110

医療法人薫風会
象潟病院

介護老人保健施設　栗山荘
グループホーム　元瀧荘

理事長

成田　　茂
（昭和30年卒）

由利郡象潟町小滝字麻針堰16
電話　0184（44）2341

昭和30年卒（剣道部）

代表取締役

杉山良一

舶会社武　戒　登
秋田市土崎港中央5丁目11番28号
TEL O18（845）1760

FAX O18（846）9243
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今
年
も
六
月
上
旬
に
全
県
総
体
（
今
年
度
は
中
央
地
区
主
会
場
）

が
お
こ
な
わ
れ
、
各
部
で
輝
か
し
い
記
録
を
残
し
た
。
こ
こ
で
は

主
な
も
の
を
紹
介
す
る
（
カ
ッ
コ
内
は
会
場
）
。

〔
陸
上
競
技
〕

（
県
営
陸
上
競
技
場
）

四
百
米
　
三
位池

田
勇
作

四
百
米
H
　
六
位石

川
雅
之

八
百
米
　
三
位針

金
晃
太
朗

一
六
百
米
R
三
位

池
田
勇
作
・
針
金
晃
太
朗

船
木
雄
基
・
石
川
雅
之

（
東
北
大
会
出
場
）

〔
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〕

（
秋
田
市
立
体
育
館
）

二
回
戦
秋
田
棚
－
4
7
十
和
田

三
回
戦
秋
田
7
2
－
7
3
新
屋

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕

（
秋
田
市
立
体
育
館
）

一
回
戦
秋
田
1
－
2
増
田

〔
卓
　
球
〕（

秋
田
県
立
体
育
館
）

団
体
　
　
三
位

ダ
ブ
ル
ス
　
　
二
位

時
岡
憲
司
・
茂
木
雄
一
郎

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
8

時
岡
憲
司

〔
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〕

（
秋
田
中
央
・
秋
田
工
業
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
8

囲

回
6
闊
続
嗣l

ヰ

椚
　
田

（
東
北
大
会
出
場
）

〔
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
〕

（
県
立
中
央
公
園
庭
球
場
）

男
子
団
体

一
回
戦
秋
田
3
－
0
秋
田
西

二
回
戦
秋
田
0
－
3
合
川

女
子
団
体

一
回
戦
秋
田
1
－
2
横
手

〔
テ
ニ
ス
〕（

秋
田
市
営
八
橋
庭
球
場
）

男
子
団
体
　
　
三
位

シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
8

田
日田口

漸

ダ
ブ
ル
ス

四
戸
雄
介

ダ
ブ
ル
ス

藤
田
秀
幸

女
子
団
体

ダ
ブ
ル
ス

木
村
明
英

ダ
ブ
ル
ス

藤
田
秀
幸

ベ

ス

ト

8

・
佐
々
木
広
大

ベ

ス

ト

8

・
辻
翔
平

三
位

ベ
ス
ト
8

・
佐
々
木
さ
え

ベ
ス
ト
8

J蟹忘

盛
は
i
R
関
田
闇

〇
〇
〇
岡
は
’
喜
＿ 、　　　、

璧濁
露対照国

全県総体

本
多
響
子
・
田
口
綾
香

〔
サ
ッ
カ
⊥

（
県
立
中
央
公
園
球
技
場
）

一
回
戦
秋
田
1
－
2
矢
島

〔
ラ
グ
ビ
⊥

（
市
営
八
橋
球
技
場
）

一
回
戦
秋
田
8
8
－
0
経
法
附

準
決
勝
秋
田
1
5
－
3
6
男
鹿
工

三
位
決
定
戦

秋
田
4
7
－
3
6
金
足
農

（
B
ブ
ロ
ッ
ク
東
北
大
会
出
場
）

〔
山
　
岳
〕（

乳
頭
駒
ヶ
岳
）

男
子
A
パ
ー
テ
ィ
　
5
位

男
子
B
パ
ー
テ
ィ
　
1
2
位

女
子
A
パ
ー
テ
ィ
　
9
位

〔
弓
　
道
〕（

県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館
）

女
子
個
人
　
入
射
中
六
射

二
位
　
斎
藤
結
喜
子

（
ィ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

〔
剣
　
道
〕（

秋
田
西
高
校
）

男
子
団
体
　
　
　
二
位

準
決
勝
秋
田
3
－
0
秋
田
工

決
勝
　
秋
田
2
－
2
秋
田
南

（
代
表
決
定
戦
に
よ
る
）

男
子
個
人
　
一
位

鷺
谷
　
和

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

同
　
　
　
三
位

米
屋
千
里

同
　
　
　
　
ベ
ス
ト
8

松
村
浩
司

（
東
北
大
会
出
場
）

女
子
団
体
　
予
選
リ
ー
グ

秋
田
1
－
1
本
荘

（
代
表
決
定
戦
負
）

秋
田
3
－
0
大
館
桂

〔
柔
　
道
〕（

秋
田
南
高
校
）

団
体
　
　
　
三
位

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
決
勝

秋
田
2
－
3
秋
田
南

個
人
一
緬
短
級
　
三
位

中
嶋
結
也

同
一
卯
短
級
　
三
位

佐
藤
浩
一
郎

同
　
＋
欄
k
g
級
　
三
位

上
垣
良
彦

同
　
＋
欄
短
級
　
三
位

特
主
　
慈

〔
漕
　
艇
〕

（
大
潟
村
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
場
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

A
　
　
　
三
位

小
室
拓
也
・
池
田
貴
博

B
　
　
　
四
位

寺
田
大
和
・
北
林
佑
介

〔
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
〕

（
由
利
町
サ
ン
ラ
イ
フ
）

一
回
戦
　
秋
田
0
－
1
0
由
利

全
県
総
体
以
外
種
目

〔
硬
式
野
球
部
〕

（
春
季
仝
県
大
会
…
協
和
球
場
）

二
回
戦
秋
田
3
－
5
能
代
商

〔
軟
式
野
球
部
〕

（
全
県
夏
季
大
会
…
八
橋
球
場
）

一
回
戦
秋
田
7
－
1
0
能
代
工

〔
放
送
部
〕

秋
田
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

総
合
　
金
賞

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

最
優
秀
賞
◇
田
口
荊
沙
子

入
選
　
　
若
松
　
妙
子

同

朗
読
部
門

入
選同同同同

木
幡
谷
有
希

渡
辺
　
倫
子

福
田
　
恭
子

米
谷
　
早
苗

遠
田
　
友
香

大
坂
一
朗

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

優
秀
賞

◇
「
少
年
た
ち
の
今
」

他
、
入
選
二
作
品

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

優
秀
賞

◇
「
先
躍
～
平
田
篤
胤
、
江
戸

か
ら
現
在
一
い
ま
）
　
へ
の

足
跡
」

他
、
優
秀
賞
一
作
品

創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

優
秀
賞

「
時
間
の
な
い
世
界
」

他
、
入
選
一
作
品

創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門

入
選
一
作
品

研
究
発
表
部
門

最
優
秀
賞

◇
「
き
い
ち
ゃ
う
ぞ
」

（
◇
印
全
国
大
会
出
場
）

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
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●
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●
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

『扇
呂菊

豆
□！

二二－

［型

直
［団

今
年
も
四
種
目
五
人
が
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
（
今
年
の
会

場
は
岐
阜
県
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
決

意
と
抱
負
を
紹
介
す
る
。

僕
は
、
総
体
と
い
う
も
の
に
大

き
な
悔
い
を
残
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
分
は
総
体
で
三
冠
を
と
る

と
い
う
気
持
ち
で
二
年
と
数
ヶ
月

を
部
活
に
か
け
て
き
ま
し
た
。
総

体
は
、
異
様
な
雰
囲
気
の
も
と
で
、

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の

だ
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま
し
た
。

自
分
で
も
そ
れ
を
承
知
し
て
い
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
頭
の
中
が
真

っ
白
に
な
り
、
自
分
の
プ
レ
ー
が

で
き
な
い
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
自
分
は
、
い
つ

か
何
ら
か
の
形
で
「
総
体
団
体
優

勝
」
を
味
わ
い
た
い
と
思
っ
て
い

三
。
言
で
茂
木
雄
一
郎

ダ
ブ
ル
ス
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
す
る
た
め
に
は
直
前
の
中
央

地
区
総
体
の
時
に
敗
北
を
許
し
て

し
ま
っ
た
ペ
ア
に
勝
た
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
相
手

ペ
ア
を
研
究
し
練
習
に
よ
り
戦
術

を
徹
底
し
て
い
っ
た
。
そ
の
成
果

が
出
て
総
体
で
は
完
勝
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

努
力
が
必
ず
し
も
報
わ
れ
る
と

は
限
ら
な
い
。
勝
負
と
は
絶
対
に

思
い
通
り
に
は
い
か
な
い
も
の

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
勝
っ
た
と
き
の

喜
び
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
ど
ん
な
強

豪
に
も
臆
す
こ
と
な
く
堂
々
と
戦

い
た
い
と
田
い
う
。

一

中
津
川
市

東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
I

八
月
二
～
七
日

A
闇陸

上
競
技

池
田
　
勇
作

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が

こ
み
上
げ
て
き
た
。
去
年
は
、
東

北
大
会
で
同
じ
四
百
メ
ー
ト
ル
で

先
輩
が
七
位
と
涙
を
の
ん
だ
こ

と
、
合
宿
で
今
ま
で
に
や
っ
た
こ

と
の
な
か
っ
た
よ
う
な
厳
し
い
練

習
を
し
た
と
き
の
こ
と
、
今
ま
で

部
活
の
仲
間
と
一
緒
に
過
ご
し
た

こ
と
…
…
。

自
分
を
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
と
導

い
て
く
れ
た
の
は
、
周
囲
の
人
た

ち
の
応
援
、
励
ま
し
が
あ
っ
て
こ

そ
の
こ
と
だ
と
思
う
。
心
か
ら
感

謝
し
た
い
。
最
後
に
全
国
大
会
で

は
、
大
幅
な
自
己
記
録
の
更
新
を

目
指
し
て
、
奮
戦
し
た
い
と
思
う
。

岐
阜
県
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー

八
月
二
～
七
日

口
一
未
つ

団
体
戦
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
は
、
果
た
せ
な
か
っ
た
。
し
か

し
何
と
か
個
人
で
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
秋
高
剣
道
部
の
代
表

と
し
て
、
秋
田
の
代
表
と
し
て
、

全
国
の
舞
台
で
、
思
い
切
り
戦
っ

て
き
た
い
と
思
う
。
今
ま
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
勝
つ
た
め
に
、
練
習

し
て
き
た
。
先
生
に
教
わ
っ
た
こ

と
、
培
っ
て
き
た
こ
と
を
、
す
べ

て
出
し
切
っ
て
長
年
秋
高
剣
道
部

の
築
い
た
伝
統
を
ぶ
つ
け
て
き
た

い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
田
い

う
存
分
楽
し
み
た
い
。

大
垣
市
武
道
館

八
月
二
～
四
日

二
ト

弓
　
道

斎
藤
結
喜
子

予
選
を
通
過
し
決
勝
一
回
戦
を

終
え
て
も
、
私
の
頭
の
中
に
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
と
い
う
言
葉
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
行
け
る
は
ず
な
ど

な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
だ

か
ら
、
二
回
戦
が
終
了
し
て
も
他

の
人
の
成
績
は
全
く
気
に
な
ら

ず
、
自
分
が
二
位
に
な
っ
た
こ
と

す
ら
知
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
あ
の

日
、
私
は
純
粋
に
弓
道
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
自
分
で
も
信
じ
ら

れ
な
い
好
成
績
を
修
め
ら
れ
た
の

は
そ
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

去
年
の
先
輩
た
ち
の
気
合
い
や

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
標
に
頑
張
っ

て
き
た
人
た
ち
を
思
う
と
、
今
ま

で
の
練
習
を
省
み
て
、
私
な
ん
か

が
行
っ
て
も
い
い
も
の
か
と
悲
観

的
に
な
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
私
に
で
き
る
の
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
選
手
に
少
し
で
も
近
づ
く

こ
と
だ
と
気
が
つ
き
、
今
ま
で
に

な
い
程
熱
心
に
弓
を
引
く
毎
日
で

す
。可

児
市
弓
道
場

八
月
二
～
四
日

哀
‖
年8

月
9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
2
年1

月
2
月

悼
（
敬
称
略
）

謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す

鎌
田
　
正
信
S
3
4

伊
藤
　
幹
也
S
3
5

倉
田
　
東
平
S
3
4

小
玉
孝
之
助
S
8

高
嶋
佐
太
郎
S
8

石
井
乃
武
夫
T
1
2

高
橋
長
四
郎
T
1
2

高
堂
　
勝
美
S
2
0
㈹

長
谷
川
　
修
S
3
7

吉
原
　
正
男
S
8

金
沢
　
二
郎
S
9

斎
藤
一
雄
S
3

前
多
　
隆
吉
S
3
3

前
島
恵
美
子
S
3
3

斎
藤
　
育
郎
S
2
6

本
郷
　
吉
政
S
1
4

3
月

冨
樫

白
根

朝
倉

谷
内

鈴
木

内
藤

大
嶋

粟
津

進
藤

荒
巻

片
屋

関

宏
S
3
0

雄
二
S
1
8

一
雄
S
2
0
㈱

卯
吉
T
1
0

政
夫
S
5

委
仲
S
2
3

俊
平
S
7

祐
教
S
3
9

正
秋
S
3
9

慈
S
1
8

七
郎
S
7

定
俊
S
加
㈱

4
月

藤
野
戸
孝
充
S
2
6

5
月

6
月

高
山
　
良
朋

大
橋
英
之
助

松
橋
　
隆
治

宮
本
　
憲
治

斉
藤
　
勝
一

梁
田
亮
太
郎

笈
川
仁
三
郎

長
野
谷
静
夫

堀

　

稔
S S S S S S S S S

㊥l016231833612020

（4）（5）

大
久
保
玄
暁
S
1
6

泉
　
富
士
男
S

13

会
務
事
項
報
告
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211962723725191610918121

追
分
三
叉
路
会

第
一
回
　
企
画
委
員
会

当
番
年
次
打
合
せ
会

第
一
回
　
広
報
委
員
会

第
一
回
　
財
政
委
員
会

第
一
回
　
名
簿
委
員
会

東
京
支
部
総
会

会
計
監
査

役
員
会

東
肥
羽
城
会

第
一
回
　
理
事
会

大
曲
支
部
総
会

宇
都
宮
支
部
総
会

同
窓
会
だ
よ
り
留
嘉
肴

●
平
成
1
2
年
度
名
簿
登
録
状
況

年
次
名
簿
委
員
の
協
力
に
よ
り

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
在

年
次
別
で
は
、
住
所
判
明
率
が

9
5
％
を
超
す
精
度
の
高
い
年
次
も

あ
り
ま
す
が
、
5
0
％
弱
と
い
う
低

い
年
次
も
あ
り
ま
す
。

毎
度
の
お
願
い
で
す
が
異
動
転

勤
等
の
住
所
変
更
の
場
合
は
、
事

務
局
か
名
簿
委
員
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
願
い
ま
す
。

名簿の状況報告

12年6月14日現在

入力氏名総数　　33，089名
死　　　　亡　　5，887名
現　会　員　　27，202名
住所不明者　　6，953名
住所判明者　　20，249名

判明率　74．4％

●
多
く
の
会
員
、
特
に
若
年
次

の
要
望
に
応
え
て
七
月
末
か
ら

事
務
局
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
h
t
t
p
．
＼
＼
w
w
w
．
a
k
－
t
a
h
s
l
O
b
．
g
r
．
j
p
）

を
開
設
し
ま
し
た
。

同
窓
会
の
新
し
い
広
報
活
動
と

し
て
、
又
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
情

報
交
換
に
よ
る
会
員
の
交
流
や
住

所
変
更
届
な
ど
広
く
活
用
さ
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
ま
す
。

今
回
の
開
設
に
あ
た
り

㈱
ス
タ
ッ
フ

北
川
豊
彦
氏
（
S
4
5
卒
）

㈱
ケ
ー
ブ
ル
・
テ
レ
ビ

土
方
博
生
氏
（
S
4
5
卒
一

の
絶
大
な
る
奉
仕
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
内
容
の
充
実
、
最
新
の

資
料
提
供
に
努
め
ま
す
が
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
一
報
願
い
ま

す
。

●
会
費
・
名
簿
の
管
理
や
い
ろ
い

ろ
多
忙
に
な
っ
た
事
務
局
の
強
化

を
は
か
る
た
め
本
年
度
よ
り
S
3
1

卒
渡
部
公
男
氏
が
嘱
託
員
と
し
て

勤
め
て
ま
す
。
中
央
高
校
・
南
高

校
を
経
て
平
成
四
年
か
ら
十
一
年

ま
で
秋
高
教
師
と
し
て
勤
務
さ
れ

た
方
で
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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